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1.学術論文
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
看護実践開発科学講座
EnomotoT,IdeT,OginoSConstructionofan
environmentalexposureunitandinvestigationofthe
effectsofcetirizinehydrochlorideonsymptomsofcedar
pollinosisinJapan.JInvestigAllergolClinImmunol
2007;17(3):173-181
S.Nakahira,S.Nakamori,M.Tsujie,Y.Takahashi,J.Okami,
S.Yoshioka,M.Yamasaki,S.Marubashi,1.Takemasa,
A.Miyamoto,Y.Takeda,H.Nagano,K.Dono,UmeshitaK.,
M.Sakon,M.Monden.Involvementofribonucleotide
reductaseMIsubunitoverexpressioningemcitabine
resistanceofhumanpancreaticcancer.IntJCancer
120:1355-1363,2007.
T.Wakasa,K.Wakasa,T.Shutou,S.Hai,S.Kubo,
K.Hirohashi,UmeshitaK.,M.Monden.A
histopathologicalstudyoncombinedhepatocellularand
cholangiocarcinoma:cholangiocarcinomacomponentis
originatedfromhepatocellularcarcinoma.
Hepato-gastroenterol54:508-513,2007.
M.Tsujie,S.Nakamori,S.Nakahira,Y.Takahashi,
N.Hayashi,J.Okami,H.Nagano,K.Dono,UmeshitaK.,
M.Sakon,M.Monden.Humanequilibrativenucleoside
transporter1,asapredictorof5-fluorouracilresistancein
humanpancreaticcancer.AnticancerResearch
27:2241-2250,2007.
S.Marubashi,K.Dono,H.Nagano,T.Asaoka,N.Hama,
S.Kobayashi,A.Miyamoto,Y.Takeda,UmeshitaK.,
M.Monden.Postoperativehyperbilirubinemiaandgraft
outcomeinliving-donorlivertransplantation.Liver
Transp113:1538-1544,2007.
H.Nagano,A.Miyamoto,H.Wada,H.Ota,S.Marubashi,
Y.Takeda,K.Dono,UmeshitaK.,M.Sakon,M.Monden.
Interferon-aand5-fluorouracilcombinationtherapyafter
palliativehepaticresectioninpatientswithadvanced
hepatocellularcarcinoma,portalvenoustumorthrombus
inthemajortrunk,andmultiplenodules.Cancer110:
2493-2501,2007
ShimizuY.BarbaraLPaterson:Across-cultural
comparisonofthedevelopmentalevolutionofexpertise
indiabetesself-management.JournalofClinicalNursing,
8.'
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
161ssuellc:350-357,2007
MakimotoK,LeeEA,KangY,YamakawaM,AshidaN,
ShinKR.Temporalpatternsofmovementsin
institutionalizedelderlywithdementiaduring
12-consecutivedaysobservationinSeoul,Korea.AmJ
AIzDisOtherDementiaacceptedforpublication,Nov.
2007.
TsuchidaT,MakimotoK,OhsakoS,FujinoM,Kaneda
M,MiyazakiT,FujiwaraF,SugimotoT.Relationship
betweencathetercareandcatheter-associatedurinary
tractinfectionatJap nesegeneralhospitals:
Aprospectiv ob ervationalstudy.InternatJNursStudies
2008
TsuchidaT,Mak motoK,TokiM,SakaiK,OnakaE,
Ota Y.Theeffectivenessofanurse-initiated
i t ve iontoreducecatheter-associatedbloodstream
infectionsinanurbanacutehospital:Anintervention
studywith eforeandaftercomparison.InternatJNurs
Studies44:1324-1333,2007
Gr in rC,MakimotoK,SuzukiM,YamakawaM,
AshidaN.Feasibili y tudyoftheintegratedcircuittag
monitoringsystemfordementiaresidentsinJapan.AmJ
AIzDisOtherDementia22(2)129-136,2007.
FujisakiK.AStructuralEquationModelAnalysisof
Psychosomat cSufferingsinAdultAsthmaPatients.The
JapaneseJournalofFamilyPractice13(2):4-13,2007
YamakawaM,MakimotoK.Pos tiveexperiencesof
type2diabetesinJapanesepatients:anexploratory
qualitativestudy.InternatJNurStud(inpress)
Kawasa iY,UchinunoA,MakinoS,NumataY,
KobayashiT,SakashitaR,AraoH:Developmentof
pamphletsforcancerpatientsindisastersituationsbased
o thestudyofcancerpatients'careneeds.JapanJournal
ofNursingScience,4(1)39-43,2007.
AraoH,NumataY,KawasakiY,MakinoS,KobayashiT,
SakashitaR,UchinunoAActualcircumstancesof
treatmen andnursingcar forcancerpatientsindisaster
si uations:AsurveyofnurseswhoexperiencedtheGreat
Hanshin-AwajiEa thq ake.JapanJournalofNursing
Science,4(2)1 -119,2007.
NomuraM,MakimotoK,KatoM,KamaeK,MouriS,
ShibaT,MatsuuraC,ShigenobuK,IshikawaT,IkedaM.
Empoweri gtheelderlywithearly-stagedementiaand
fami ycareg vers:Aparticipatoryactionresearch.
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InternatJNurStud2008
17.M.Nakamura,Y.Kido,M.Yano,Y.Hosoya,H.Nagai,M.
Monden:PostoperativeGastrointestinalDysfunction
between2-fieldVersus3-fieldLymphNodeDissectionin
PatientswithEsophagealCancer.SurgeryToday.
37(5):379-82.2007
18.Taguchiエ,YanoM,KidoY.Influenceofbrightlight
therapyonpostoperativepatients:apilotstudy.Intensive
CritCareNurs.20070ct;23(5):289-97.2007
19.荻野 敏,L9且亜矢,有 本啓恵,入 船 盛弘,大 川内
一郎 ,菊守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,
馬場 謙治 一般 開業医 にお ける小児 ア レルギー性鼻
炎の実態 と診 断における問題点 耳鼻2007年53
巻2号83-89頁
20.土 田敏恵,牧 本清 子,吉 田寿美子,大 迫 しのぶ,竹
末芳 生.高 齢 尿道 カテーテル 留置 患者 における臨
床症 状/兆 候 によ る細 菌 尿推 定 の試 み 環境 感 染
22(41,2007.
21.平 田真紀,内 田雅 子 看護大学生 の食習慣 と知識、
およ び健康 への関心の 関係 大 阪大 学看護学雑誌,
13(1):9-17,2007
22.遠藤淑美,吉 本照子,杉 田由加 里,坂 田三允,酒 井
郁子 悪性腫 瘍を合併 した統合 失調 症患者の看護援
助 に 関す る研 究 精 神 科看 護200734巻2号
42-48.
23.福録恵子,藤 田淳 子 円背 をもつ骨粗鬆症患者の睡
眠実態調査 日本看護学会論文 集:老 年看護2007
年37号236-238頁
24.吹 田鯉 亟,鈴 木純恵 クローン病者の食事 を通 じた
他者 との関わ りの体験,日 本難 病看護学会,12②,
1-8,2007
25,藤A,荻 野 敏,有 本啓 恵,入 船盛弘,岩 田
伸子,大 川 内一郎,菊 守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理,
玉城 晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏SF-8とJRQLQの相
関一 スギ花粉症を対象 に ア レルギー2007年56
号2巻109-117頁
26.藤差 ⊇鏗,荻 野 敏SF-8とJRQLQの相 関一 スギ
花粉症を対象 にProg.Med2007年27巻11号2680
-2,686頁
2.会議 録
1.FukurokuK,FujitaJSurveyofsleepdisorderinpatients
withosteoporosis.ICNConference2007,28,P.2.134
2,篠 原 有美,遠 藤淑美 精神科病棟 にお ける居室性を
兼ね 備えた保護室 のメ リッ トとデ メ リッ トー看護師
の視 点か ら一 第19回 大阪府看護研 究学会抄録集
2007年12月89頁
3.
4.
5.
6.
7.
山本雅子,酒 井郁子,湯 浅美千代,末 永由理,遠 藤
淑美,島田広美,染谷さち代 回復期リハビリテーシ
ョン病棟 に入院中の高齢脳卒中患者のQOLの推移
第1報 第38回 日本看護学会抄録集2007年179
頁
酒井郁子,湯 浅美千代,末 永由理,遠 藤淑美,島 田
広美,山本雅子,染 谷さち代 高齢脳卒中患者の 自我
発達を促進する看護理論に基づいた学習プログラム
の開発と評価一回復期 リハ ビリテーション病棟看護
師への介入と効果一第12回日本老年看護学会学術集
会抄録集2007年11月106頁
福録恵子,藤 田淳子 円背患者の身体能力と日常生
活活動量との関係 日本看護研究学会雑誌2007年
6月175頁
福録恵子,藤 田淳子 円背患者の転倒恐怖感と日常
生活活動量および身体能力との関係 日本老年看護
学会2007年11月
福録恵子,藤 田淳子 円背患者のバランス能力と転
倒恐怖感との関連性 第27回日本看護科学学会学術
集会講演集2007年12月
3.研究報告
1.太 田英夫,永 野浩昭,梅 下浩司,若 狭研一,門 田守
人 門脈内腫瘍栓を伴う混合型肝癌の1切 除例 日
臨外医会誌2007年68巻1号172-178頁
z.
3.
4.
5.
6.
種 依子,小 林和子,宮 崎絹子,有 馬美緒子,梅 下
浩司,中 田精三,花 村 亮,川 本 武 手術用のデ
ィスポ患者衣導入に向けて一汚染防止シーツ ・余剰
消毒剤吸収紙を兼ねたガウンの考案一 手術 医学
2007年28巻2号116-118頁
伏見 了,中 田精三,宮 下義弘,梅 下浩司,有 馬美
緒子,高 階雅紀,野 口悟司、加藤貴充,川 囗弘之,
野口 亨,永 井元就 金属対応の電子タグを用いた
手術用コンテナー管理に関する実験的検討 手術医
学2007年28巻3号227-228頁
加藤貴充,中 田精三,梅 下浩司,野 口悟司,高 階雅
紀,有 馬美緒子,永 井元就 白刻印された二次元シ
ンボル2年 経過後の読取精度に関する検証 手術医
学2007年28巻3号236-239頁
加藤貴充,中田精三,梅下浩司,高階雅紀,伏見 了,
野口悟司,有 馬美緒子,嶋 田成美,永 井元就,関 野
直己 泌尿器科用内視鏡手術器械への二次元シンボ
ル刻印とその読み取り検証 手術医学2007年28
巻3号239-242頁
梅下浩司,中 田精三,野 口悟司,加 藤貴充,高 階雅
紀,有 馬美緒,伏 見 了,和 田明文,松 永修一,永
井元就 貸出手術器械に対する二次元シンボル刻印
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7.
8.
9.
とその読取 り検証について 手術医学2007年28
巻3号242-244頁
中田精三,梅 下浩司,松 永謙一,和 田明文,松 本謙
一,永井元就,村 上 元,高 階雅紀,加 藤貴充,有
馬美緒子,野 口悟司,伏 見 了 二次元シンボル に
よる貸出し器械の トレーサビリティ 医器学2007
年77巻10号104-105頁
伏見 了,宮 下義弘,藤 井一壽,梅 下浩司,中 田精
三,藤 澤俊,山 口範博,真 鍋美智子 包装内部用化
学的インジケータ挿入 ・固定済み滅菌バッグの有用
性について 医器学2007年77巻10号141-142頁
内遙挑 絵,山 田正己,清水潤三,宮 本敦史,梅 下浩
司,小 林哲郎,門 田守人,牧 本清子 消化器外科手
術における手術部位感染のリスク因子の検討 環境
感染22(4〕,2007.
4.大学 ・研究所等の報告
1.新 人臨床実践能力検討プロジェク ト(遠藤淑美,坂田
三允,金 山正子,葛西淑子,菅 真司}精 神科におけ
る新卒新人看護職員に対する看護技術チェックリス
トおよび研修プログラム 平成18年度厚生労働省看
護職員確保対策特別事業新人看護職員臨床技能向上
推進事業報告書2007年
2.酒 井郁子,吉 本照子,杉 田由加里,吉 永勝訓,湯 浅
美千代,綿 貫成明,末 永由理,遠 藤淑美 回復期 リ
ハ ビリテーション病棟における高齢脳卒中患者のQ
OLを 高める看護援助 平成17-18年度科学研究費
補助金(基 盤C)研 究成果報告書2007
3.尾 崎麻也子,橋 本 満,山 中浩司,心 光世津子,工
藤直志,竹 内慶至 医療スタッフアンケー ト調査の
概要と報告 平成16年度～18年度科学研究費補助
金 基盤研究C研 究成果報告書 研究代表者 山
中浩司 「臨床文化の行方一医療の標準化と臨床文化
一」2007年3月15-80頁
4.尾 崎麻也子,橋 本 満,山 中浩司,心 光世津子,工
藤直志,竹 内慶至 電子カルテと医療現場一インタ
ビュー調査とアンケー ト調査から一 平成16年度～
18年度科学研究費補助金 基盤研究C研 究成果報
告書 研究代表者 山中浩司 「臨床文化の行方一医
療の標準化と臨床文化一」2007年3月127-138頁
5.心 光世津子 看護記録 と電子カルテー看護部門にお
ける電子カルテ導入への期待と課題から見えてくる
もの一 平成16年 度～is年度科学研究費補助金
基盤研究C研 究成果報告書 研究代表者 山中浩
司 「臨床文化の行方一医療の標準化と臨床文化一」
2007年3月183-197頁
5.解説 ・総説
1.荻 野 敏
の違い
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
小児と成人のアレルギー性鼻炎薬物療法
JOHNS2007年23巻2号181-185頁
荻野 敏 花粉症のガイ ドラインから見た薬物療法
アレルギー ・免疫2007年14巻3号324-328頁
榎本雅夫,硲 田猛真,荻 野 敏,井 手 武 花粉曝
露室を利用 した薬剤や機能性食品の評価の現状と将
来 臨床免疫 ・ア レルギー科2007年47巻4号452
-457頁
荻野 敏 ア レルギー性鼻炎における新 しい知見
鼻アレルギーフロンティア2007年7巻1号62-63
頁
和 田浩志,永 野浩昭,丸 橋 繁,宮 本敦史,野 田剛
広,小 林省吾,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,門
田守人 術前肝動脈塞栓術(TAE)外 科2007年
69巻5号497-503頁
永野浩昭,丸 橋 繁,宮 本敦史,武 田 裕,小 林省
吾,梅 下浩司,堂 野恵三,門 田守人 下大静脈内に
連続する腫瘍栓を伴 う肝細胞癌に対する肝右葉切除
術 消化器外科2007年30巻1号67-75頁
小林省吾,永野浩昭,丸橋 繁,宮本敦史,武田 裕,
梅下浩司,堂 野恵三,関 本貢嗣,門 田守人 転移性
肝癌 外科治療2007年96巻増刊号566-570頁
永野浩昭,丸橋 繁,小林省吾,宮本敦史,武田 裕,
堂野恵三,梅 下浩司,門 田守人 術前 ・術中診断に
基づく肝移植提供者に対する肝切除術 今日の移植
2007年20巻3号193-198頁
清水安子 セルフケア研究と予防看護学 糖尿病患
者セルフケア能力測定ツール開発を通して 看護研
究2007年40号6巻533-538頁
藤崎 郁 認知的中範囲理論:ボ デ ィイメージ
月刊ナーシング2007年27巻12号110-115頁
藤崎 郁 基礎看護学一その概要と学校図書館に期
待する役割 看護と情報2007年14巻3-7頁
内田雅子 第2章 保健行動中範囲理論 病みの軌
跡理論 理論編 月刊ナーシング 増刊号2007年
27巻12号34-41頁
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 中医学とは何か
精神科看護34巻1号54-57
王霊芝,遠 藤淑美,大 野 ゆう子 体質を知ろ う
精神科看護34巻2号54-57
王霊芝,遠 藤淑美,大 野 ゆう子 精神変化と病気
精神科看護34巻3号54-57
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 中医学から見た統
合失調症 精神科看護34巻4号56-59
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 統合失調症の診断
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18.
19.
zo.
21.
22.
23.
24.
25.
zs.
27.
と治療法 精神科看護34巻5号56-59
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 花粉症の見方およ
び治療と予防 精神科看護34巻6号58-61
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆ う子 便秘 につ いて
精神科看護34巻7号55-58
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 舌と病気 精神科
看護34巻8号56-59
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆ う子 不眠症の見方
精神科看護34巻9号56-59
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 冷え症 精神科看
護200734巻10号57-61
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 秋の養生 精神科
看護200734巻11号61-64
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 中医学の現状 とア
メリカにおける発展 精神科看護200734巻12
号58-61
遠藤淑美 看護師として育つ ・育てる 教えること
の限界を超えるために 精神科看護200734巻4
号12爿6.
吹田廬耶,鈴 木純恵 クローン病者のQOL研 究の
現況,日 本看護研究学会,30(5),77-82,2007
藤差⊇迦 ざ,荻 野 敏 アレルギー性鼻炎の増悪因
子 アレルギーの臨床2007年27巻594-598頁
6.その他
1.鈴 木純恵"教 え る力"を 身につける院 内研修の
構 築 一〇JTによ る リー ダー シ ップ育成 の 試み 一,
NursingBusiness,1(5)66-71,2007
ll著書
1.一般著書
1.梅 下浩司,門田守人'肝 移植 跡見 裕,炭山嘉伸,
門田守人編 消化器外科学レビュ‐zoo?一最新主要
文献と解説一2007年85-90頁総合医学社
2.梅 下浩司,門 田守人 長期予後 清澤研道,市 田隆
文編 肝移植診療ガイ ドブック2007年70-77頁
アークメディア
2.専門著書
1.荻 野 敏(分 担)抗IgE抗 体療法による花粉症治
療 花粉症と周辺アレルギー疾患(斎藤博久;編集)
pp172-173,2007年診断と治療社
2.清 水安子 糖尿病患者のセルフケア獲得のプロセス
糖尿病看護の実践知 事例からの学びを共有するた
めに 正木治恵監修 黒田久美子,瀬 戸奈津子,清
水安子編集2007年75-87頁医学書院
3.牧 本清子 事例で学ぶ医療関連感染のサーベイラン
スーEBMに基づく感染管理のために メディカ出版
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
2007年1月
鈴木純恵 教育の意義と目的;(社)日 本精神科看
護技術協会監修;実践 精神科看護テキス トー看護教
育看護研究一2007年10-39頁精神看護出版
鈴木純恵,金 子昌子 看護教育制度;(社)日 本精
神科看護技術協会監修;実践 精神科看護テキス トー
看護教育看護研究一2007年30-55頁精神看護出版
内田雅子 第10章 量的研究デザインを理解する
黒田裕子,中 木高夫,小 田正枝,逸 見功監訳 バー
ンズ&グ ローブ 看護研究入門一実施 ・評価 ・活用
一2007年226-247頁エルゼ ビア ・ジャパン
遠藤淑美 自己概念反応と解離性障害 看護学名著
シリーズ 精神科看護原理と実践 原著第8版 安
保寛明,宮本有紀監訳2007年416-455エルゼ ピ
ア ・ジヤパン
遠藤淑美 学習障害 小児看護ハン ドブック 病態
生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監訳2007
63-68医学書院
遠藤淑美 自殺 小児看護ハン ドブック 病態生理
と看 護診 断 石 黒 彩子 山 田知 子監 訳2007
216-221医学書院
遠藤淑美 神経性大食症 小児看護ハン ドブック
病態生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監訳2007
243-248医学書院
遠藤淑美 神経性無食欲症 小児看護ハン ドブック
病 態生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監 訳
2007249-256医学書院
遠藤淑美 精神遅滞 小児看護ハンドブック 病態
生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監訳2007
307-321医学書院
遠藤淑美 注意欠陥/多動性障害 小児看護ハ ン ド
ブック 病態生理と看護診断 石黒彩子 山田知子
監訳2007393-399医学書院
遠藤淑美 心理社会的な介入 小児看護ハンドブッ
ク 病態生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監訳
2007768-771医学書院
遠藤淑美 ペプロウの看護理論 「応用編」 新訂版
超入門事例でまなぶ看護理論 竹尾恵子監修2007
83-94学研
小林珠実 がん看護コアカ リキュラム 第V部 オン
コロジーエマージェンシー19.構造的要因による
エマージェンシー 頭蓋内圧亢進 小島操子,佐 藤
禮子監訳 日本がん看護学会教育研究活動委員会コ
アカ リキュラムグル」プ委員訳2007年337-340頁
医学書院
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3.教科書
1.藤 崎 郁IIリ エゾン精神看護:3.自己コン トロー
ル を高め るための ケア 「2.ボデ ィイメ ージ」
萱 間 真 美編 精 神 看 護 実 習ガ イ ド2007年
273-275頁照林社
2.遠 藤淑美 チームにおける自己活用 天賀谷 隆,
遠藤淑美,末 安民生,永 井優子,吉 浜文洋編 実践
精神科看護テキス ト2対 人関係・グループアプロー
チ200733-62精神看護出版
3.遠 藤淑美 うつ病看護の現状と課題 天賀谷 隆,
遠藤淑美,末 安民生,永 井優子,吉 浜文洋編 実践
精神科看護テキス ト11う つ病看護200762-78
精神看護出版
m招 聘講演 ・シンポジウム等
1.国際学会 な し
2.国内学会
1.荻 野 敏 招聘講演 「スギ花粉症の薬物治療 一患者
はどのような治療を望むか」 学術講演会 「スギ花
粉症のUptoDate一鼻アレルギーの基礎と臨床」
2007年1月,さいたま市
2.荻 野 敏 招聘講演 「スギ花粉症の薬物治療一患者
はどのような治療を望むか」 郡山耳鼻科勉強会学
術講演会2007年1月,郡 山市
3.荻 野 敏 招聘講演 「患者の立場から見たア レルギ
ー性鼻炎治療戦略」 第5回 北摂地区開業医臨床研
究会 《耳鼻咽喉科》2007年2月,大 阪市
4.荻 野 敏 招聘講演 「花粉症の診断と治療」 いわ
き市医師会学術講演会2007年2月,い わき市
5.荻 野 敏 招聘講演 「アレルギー性鼻炎の診断と治
療一小児アレルギー性鼻炎に焦点をあてて」 世田
谷区、目黒区耳鼻咽喉科医会合同学術講演会2007
年2月,東 京都
6.荻 野 敏 招聘講演 「アレルギー性鼻炎治療一患者
はどのような治療を望んでいるか」 第3回 下野耳
鼻咽喉科アレルギー ・感染症研究会2007年2月,
小山市
7.荻 野 敏 招聘講演 「花粉症(ア レルギー性鼻炎)
治療ポイント」 第13回 「アレルギー週間」市民公
開講座2007年2月,大 阪市
8.荻 野 敏 招聘講演 「スギ花粉症の最新治療一患者
の立場 に立 って」 アレルギー研修会2006長野
2007年3月,長野市
9.荻 野 敏 招聘講演 「患者の立場から見たアレルギ
ー性鼻炎治療戦略」 堺耳鼻咽喉科医学術講演会
2007年4月,堺市
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
zo.
21.
22.
23.
24.
25.
荻野 敏 招聘講演 「アレルギー性鼻炎の治療」中
部地区耳鼻咽喉科学術座談会2007年11月,那覇市
荻野 敏 招聘講演 「ア レルギー性鼻炎治療の最近
の動向」 第2回 最新薬物療法講座(大 阪医薬品協
会)2007年11月,大阪市
荻野 敏 招聘講演 「アンケー ト調査から考える患
者の望む花粉症治療とは何か」 花粉症に関するメ
ディアセミナー2007年11月,東京都
梅下浩司,中 田精三 パネルディスカッション 医
療機器の立ち会いについて一国立大学病院の立場か
ら 第29回日本手術医学会総会2007年9月,札幌
市
梅下浩司,中 田精三 シンポジウム 手術部の医療
機器立会いについて一国立大学病院の現状 と対策
第12回大阪府臨床工学技士会学術集会2007年11
月,大 阪市
梅下浩司 ランチョンセミナー レジス トリーレポ
ー トー肝移植症例登録報告一 第25回日本肝移植研
究会2007年7月,東 京都
清水安子 シンポジウム 糖尿病教育・看護の実践
知の活用と伝承 第12回 日本糖尿病教育 ・看護学会
学術集会2007年9月,千 葉
鈴木純恵 招聘講演 摂食 ・嚥下障害看護一臨床に
お ける教育 ・指 導一 愛知県立看護協会認定部
2007年11月,愛知
鈴木純恵 招聘講演 教育実践論 日本精神科看護
協会研修2007年7月
鈴木純恵 招聘講演 教育評価の意義と方法 日本
精神看護協会研修2007年7月
藤崎 郁 レクチャー 看護診断のプロセスーその
実際と臨床的意義について 第13回日本看護診断学
会2007年6月,大 阪市
藤崎 郁 教育講演 臨床で行う質的研究 第9回
日本救急看護学会学術集会2007年11月,吹田市
遠藤淑美 シンポジウム 精神看護学分野における
看護介入研究の方向を探る 平成19年度第11回日
本看護研究学会 東海地方会学術集会2007年3月,
浜松
遠藤淑美 招聘講演 悪性腫瘍を合併した統合失調
症患者の看護の実態調査 「終末期 リハ ビリテーシ
ョンと看護」からのはじまり 第14回日本精神科看
護学会老年期精神科看護学術集会2007年11月,神
奈川
遠藤淑美 招聘講演 看護研究入門 ハー トランド
しぎさん看護研修会2007年5月,奈 良
遠藤淑美 招聘講演 チームの中の自己活用 エキ
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zs.
スパー トナース養成研修m日 本精神科看護技術協
会2007年9月,京 都
遠藤淑美 招聘講演 対人関係論 日本精神科看護
技術協会2007年6月
IV学会一般演題
1.国際学会
1.
z.
3.
4.
5.
6,
7.
8.
HamaN.,DonoK.,ManzbashiS.,GotoK.,Asaoka
T.,MiyamotoA.,TakedaY.,NaganoH.,UmeshitaK.,
YanagisawaY.,WatanabeS.,UchiyamaY.,MondenM.
GeneExpressionProfileofAllograftRejectionintheRat
LiverTransplantationModel13thCongressofthe
EuropeanSocietyforOrganTransplantation2007,
September,Prague
YoshiyukiTakahashi,MashakiHarue,YashukoKawai,
ZhangPinpin,ShinuzuY,ExtractingCulturalElement
WithinTheProcessOfDevelopmentAHealthEducation
ClassForPre-diabeticPeopleAnalysisTheAwareness
OfTheBody-ICNCONFERENCEANDCNR.2007,
27May-1JuneYokohama,Japan
ShimizuY,KumikoKuroda,HarueMasaki,Kyoko
UchiumiUsingmeta-date-analysisandqualitative
analysisonnursingpractice,thedevelopmentofthe
instrumenttoassessdiabetesself-careagencyTheeighth
internationalinterdisciplinaryconference,2007,
September,Banff,Canada
MakimotoK,LeeKE,LeeJY,HaMJ,LeeEA,
Yamakawa,M.,Zhu,C.,Ashida,N.Indicatorsof
stabilityofambulationamong8residentsinadementia
careunit,Soule,Korea.Posterpresentedatthe13`h
InternationalPsychogeriatricAssociationCongress.
Osaka.2007.
FujitaK,MakimotoK.ImportantdomainofQOLin
elderarthritispatients.InternationalCouncilofNurses
2007,Yokohama,Japan.
GreinerC,MakimotoK,SuzukiM,YamakawaM.
ThereliabilityandvalidityofJapaneseversionofalgase
wanderingscaleversion2.InternationalCouncilof
Nurses2007,Yokohama,Japan
TsukasakiK,MakimotoK,KidoT,NaganumaR.
Differencesin24-hourbloodpressure,biological
measurementofsleep,andfatiguelevelsbetweengender
inJapanesefamilycaregivers.InternationalCounci]of
Nurses2007,Yokohama,Japan
YamakawaM,ShigenobuK,MakimotoK,ZhuC,
NagatoC,ShimadaM,AshidaN,TabushiK.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
Evaluatingenvironmentalcontrolinterventionfor
Fronto-temporaldementiawithdiurnalrhythm
disturbance.Posterpresentedatthe13`hInternational
PsychogeriatricAssociationCongress.Osaka.2007.
YamakawaM,MakimotoK,ZhuC,KangY,AshidaN,
ShinKR.Japan-Koreajointresearchonmonitoring
institutionalizedresidentswithdementiausingthe
integr tedcircuittagsystem.InternationalCouncilof
Nur es2007,Yokohama,Japan
FukurokuK,FujitaJSurveyofsleepdisorderinpatients
withosteoporosisICNConference,2007,May,Yokohama
Japan
UtsumiM,YamadaM,NishiI,NabetaniY,AsariS,
TomonoK,MakimotoK.Effectivenessofbacteriuria
screeningusingdipsticktestsincatheterizedpatients.
Inte nationalCouncilofNurses2007,Yokohama,Japan
YamadaM,UtsumiM,NishiI,NabetaniY,AsariS,
TomonoK,MakimotoK.Associationoffecal
incontinenceandasymptomaticurinarytractinfectionsin
catheterizedpatients.InternationalCouncilofNurses
2007,Y kohama,Japan
Utsum M.YamadaM,NishiI,NabetaniY,MakimotoK.
Riskfac rsofcatheter-associatedurinarytractinfections
determinedafteradjustmentforantibiotictreatment.34`h
AnnualAPICEducationalConferenceandInternational
Meeting.SanJose,U.S.A.
UesueiY,MakimotoK,FujitaK.Theinfluenceof
osteoarthritisonhippatientsindailylife.International
CouncilofNurses2007,Yokohama,Japan
GreinerC,MakimotoK,SuzukiM,YamakawaM
ThereliabilityandvalidityofJapaneseversionofalgase
wanderingscaleversion2.InternationalCouncilof
Nurses2007,Yokohama,Japan
YanmabeE,ShigeyamaY,FujiiT,HaruyamaY,OginoS
Ocularsymptomsandqualityoflifeinpatientswith
Japanesecedarpollinosis.12`hCongressofthe
Internation RhinologicSociety,December2007,
Venezia,Italy
ShigevamaY,YamabeE,Fujii,T,OginoOInfluence
ofpollencountsonqualityoflifeinpatientswith
Japanesecedarpollinosis:Comparisonof2006and2007.
12`hCongressoftheInternationalRhinologicSociety,
December2007,Venezia,Italy
NomuraM,KatoM,MakimotoK,ShibaT,MouriS,
NishimuraM,MatsuuraC.Empoweringthe
multi-disciplinaryteamthroughmonthlyactivityprogram
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fortheelderlywithearlystagedementia:anaction
researchinaruralcommunity.InternationalCouncilof
Nurses2007,Yokohama,Japan
19.MivoshiR,YamakawaM,ShigenobuK,MakimotoK,
鯉,ShimadaM,AshidaN,TabushiK.
Associationbetweenactivitylevelandthechangesin
bodyweightofpeoplewithdementiausingtheIntegrated
Circuittagmonitoringsystem.Posterpresentedatthe13`h
InternationalPsychogeriatricAssociationCongress.
Osaka.2007.
20.鯉,YamakawaM,ShigenobuK,MakimotoK,
MiyoshiR,HasegawaI,ShimadaM,AshidaN,Tabushi
K.Associationbetweenthemeandistancewalkedand
thetypeofdementiameasuredbytheICtagmonitoring
system.Posterpresentedatthe13`hInternational
PsychogeriatricAssociationCongress.Osaka.2007.
21.ZhuC,ShigenobuK,MakimotoK,YamakawaM,
HasegawaI,ShimadaM,AshidaN,TabushiK.
Exploringfactorsassociatedwithwanderingin
Alzheimer'sdiseasepatientsusingIntegratedCircuittag
monitoringsystem.Posterpresentedatthe13`h
InternationalPsychogeriatricAssociationCongress.
Osaka.2007.
22.UtsumiM,YamadaM,NishiI,NabetaniY,MakimotoK.
Riskfactorsofcatheter-associatedurinarytractinfections
determinedafteradjustmentforantibiotictreatment.34`h
AnnualAPICEducationalConferenceandInternational
Meeting.SanJose,U.S.A.2007
2.国内 学 会
1.荻 野 敏 後 発 医 薬 品(抗 ヒ ス タ ミ ン 薬)に 変 更 し
た こ と に よ り全 身 倦 怠 感 の 出 現 を み た ア レ ル ギ ー 性
鼻 炎 症 例 第25回 日 本 耳 鼻 咽 喉 科 免 疫 ア レル ギ ー 学
会2007年3月,甲 府 市
2.荻 野 敏 後 発 医 薬 品(抗 ヒ ス タ ミ ン 薬)に 変 更 し
た こ と に よ り全 身 倦 怠 感 の 出 現 を み た ア レル ギ ー 性
鼻 炎 症 例 第57回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 秋 季 学 術 大 会
2007年11月,横 浜 市
3,長 野 拓 三,荻 野 敏,重 山 優 壬 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎
患 者 の ス キ ン ケ ア の 実 態 調 査 第57回 日 本 ア レ ル ギ
ー 学 会 秋 季 学 術 大 会2007年11月 ,横 浜 市
4.永 野 浩 昭,宮 本 敦 史,丸 橋 繁,武 田 裕,小 林 省
吾,梅 下 浩 司,堂 野 恵 三,左 近 賢 人,門 田 守 人
進 行 肝 細 胞 癌 に 対 す るlFN併 用 化 学 療 法 の 有 効 性 に
関 す る 臨 床 的 ・基 礎 的 検 討 第40回 制 癌 剤 適 応 研 究
会2007年2月,横 浜 市
5.浅 岡 忠 史,丸 橋 繁 堂 野 恵 三,濱 直 樹,吉 岡 慎 一,
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
後藤邦仁,高 橋秀典,宮 本敦史,武 田 裕,竹 政伊
知朗,永野浩昭,梅下浩司,加藤友朗,PhillipRuiz,
AndreasTzakis,松原謙一,門 田守人 肝移植後の
急性拒絶に関する網羅的遺伝子発現解析 第107回
日本外科学会定期学術集会2007年4月,大 阪市
武田 裕,中森正二,橘高信義,宮本敦史,丸橋 禦,
種村匡弘,北 川 透,永 野浩昭,梅 下浩司,堂 野恵
三,門田守人 進行膵癌克服への治療戦略(進行膵癌
に対するGemcitabineと加速多分割照射法を用いた
同時放射線化学療法 第107回日本外科学会定期学
術集会2007年4月,大 阪市
中平 伸、中森正二,杉 本圭司,冨 田尚裕,高 塚雄
一,辻江正徳 岡見次郎,竹政伊知朗,丸橋 繁,宮
本敦史,武 田 裕,永野裕昭,堂野恵三,梅 下浩司,
左近賢人,門 田守人 膵癌におけるGemcitabine耐
性機序の基礎的 ・臨床的検討 第107回日本外科学
会定期学術集会2007年4月,大 阪市
永野浩昭,丸 橋 繁,宮 本敦史,濱 直樹,浅 岡忠
史,和 田浩志,野 田剛広,武 田 裕,梅 下浩司,
堂野恵三,門 田守人 当科における肝細胞癌に対す
る成人間生体肝移植の治療成績 第107回日本外科
学会定期学術集会2007年4月,大 阪市
野田剛広,永 野浩昭,加 藤仁,山 本浩文,杉 田ゆ り
か,DamdinsurenBazarragchaa,和田浩志,丸橋 繁,
宮本敦史,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,門 田守
人 肝癌細胞株 におけるIFNAR2のDNAメチル化と脱
メチル化剤によるIFNAR2の発現回復に関する検討
第XO7回日本外科学会定期学術集会2007年4月,
大阪市
濱 直樹,盧 震輝,後藤邦仁,堂野恵三,丸橋 鑾,
梅下浩司,永野浩昭,武 田 裕 宮本敦史,浅 岡忠
史,柳 澤夕佳,渡 辺慎哉,内 山安男,門 田守人
ラッ ト肝移植モデルにおける急性拒絶関連遺伝子の
網羅的解析 第107回 日本外科学会定期学術集会
2007年4月,大阪市
丸橋 繁,堂 野恵三,永 野浩昭,浅 岡忠史,濱 直
樹,後 藤邦仁,宮 本敦史,武 田 裕,梅 下浩司,門
田守人 成人間生体肝移植における ドナー術式選択
と合併症 第107回 日本外科学会定期学術集会
2007年4月,大阪市
宮本敦史,堂 野恵三,濱 直樹,野 田剛広,丸 橋繁,
武田裕,永 野浩昭,梅 下浩司,門 田守人 中下部胆
管癌に対する術式の検討 第107回日本外科学会定
期学術集会2007年4月,大 阪市
和田浩志、永野浩昭,山本浩文,中 村将人,野 田剛
広,DamdinsurenBazarragchaa,丸橋 繁,宮 本敦
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14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
史,武 田 裕,梅 下浩 司,堂 野 恵三,門 田守人
インターフェロンm/5-FU併用化学療法の肝細胞癌
に対する血管新生抑制効果の検討 第107回日本外
科学会定期学術集会2007年4月,大 阪市
野田剛広,永 野浩昭,宮 本敦史,村 上昌裕,和 田浩
志,小 林省吾,丸 橋 繁,武 田 裕,梅 下浩司,
堂野恵三,中 森正二,左 近賢人,門 田守人 肝細胞
癌に対するIFN併用化学療法の作用機序解明と効果
予測をめざして 第10回肝癌再発予防研究会2007
年4月,大 阪市
橘高信義,竹 政伊知朗,武 田 裕,吉 岡慎一,和 田
浩志,小 林省吾,丸 橋 繁,宮 本敦史,永 野浩昭,
梅下浩司,堂野恵三,松原謙一,門田守人DNAマ イ
クロアレイと遺伝子ネットワーク解析を組み合わせ
た肝細胞癌の発育 ・進展に関連する遺伝子群の検索
第43回日本肝臓学会総会2007年5-6月,東京都
永野浩昭,吉 岡慎一,竹 政伊知朗,和 田浩志,野 田
剛広,小 林省吾,丸 橋 繁,宮 本敦史,武 田 裕,
梅下浩司,堂 野恵三,松 原謙一,門 田守人 網羅的
遺伝子解析による肝細胞癌切除後の再発予測診断と
個別化治療への展開 第43回 日本肝臓学会総会
2007年5-6月,東京都
野田剛広,永野浩昭,和田浩志,小林省吾,丸橋 繁,
宮本敦史,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,中 村仁
信,若 狭研一,門 田守人 肝細胞癌腹膜播種に対す
る切除症例の臨床病理学的因子に関する検討 第43
回日本肝臓学会総会2007年5-6月,東京都
和田浩志,永 野浩昭,山 本浩文,中 村将人,野 田剛
広,小 林省吾,丸 橋 繁,宮 本敦史,武 田 裕,
梅下浩司,堂野恵三,門 田守人 インターフェロンー
α/5-FU併用化学療法の血管内皮細胞に対する抗血
管新生効果の検討 第43回日本肝臓学会総会2007
年5-6月,東京都
小林省吾,浅 岡忠史,堂 野恵三,濱 直樹,野 田剛
広,小 林省吾,丸 橋 繁,李 千萬,宮 本敦史,
武田 裕,種 村匡弘,永 野浩昭,北 川 透,梅 下浩
司,門 田守人 肝移植時の無肝期～再還流時におけ
るアドリアマイシン血中濃度の変化 第19回日本肝
胆膵外科学会2007年6月,横 浜市
武田 裕,中 森正二,橘 高信義,堂 野恵三,宮 本敦
史,小 林省吾,丸 橋 繁,李 千萬,武 田 裕,種
村匡弘,永 野浩昭,北 川 透,梅 下浩司,門 田守人
局所進行切除不能膵癌患者におけるGemcitabineと
加速多分割照射法を用 いた同時放射線化学療法第
1川 相臨床試験 第19回 日本肝胆膵外科学会
2007年6月,横浜市
21.
22.
23.
24.
25.
26.
z7.
zs.
29.
永野浩昭,宮 本敦史,丸 橋 繁,武 田 裕,小 林省
吾,種 村匡弘,李 千萬,北 川 透,梅 下浩司,堂
野恵三,門 田守人 肝右葉切除術 ・手技習得のため
の要点 第19回日本肝胆膵外科学会2007年6月,
横浜市
野田剛広,永 野浩昭,村 上昌裕,和 田博志,小 林省
吾,丸 橋繁,宮 本敦史,武 田裕,梅 下浩司,堂 野恵
三,中 村仁信,若 狭研一,門 田守人 非B非C型 肝
細胞癌切除症例の臨床病理学的因子 に関する検 討
第19回日本肝胆膵外科学会2007年6月,横 浜市
宮本敦史,堂 野恵三,濱 直樹,野 田剛広,小 林省
吾,丸 橋 繁,李 千萬,武 田 裕,種 村匡弘,永
野浩昭,北 川 透,梅 下浩司,門 田守人 肝門部胆
管癌に対する治療方針の検討 第19回日本肝胆膵外
科学会2007年6月,横 浜市
和田浩志,永 野浩昭,宮 本敦史,野 田剛広,小 林省
吾,丸 橋 繁,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,若
狭研一,門 田守人 当科における混合型肝癌に対す
る肝切除術 の治療 成績および臨床病理学的検 討
第19回日本肝胆膵外科学会2007年6月,横 浜市
野田剛広,永野浩昭,和田浩志,小林省吾,丸橋 繁,
宮本敦史,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,中 村仁
信,若狭研一,門田守人 肝細胞癌根治切除後10年
無再発生存例の臨床病理学的因子の検討 第43回日
本肝癌研究会2007年6月,東 京都
野田剛広,永野浩昭,和田浩志,小林省吾,丸橋 繁,
宮本敦史,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,中 村仁
信,若狭研一,門田守人 当科における巨大血管腫9
例の臨床病理学的因子の検討 第43回日本肝癌研究
会2007年6月,東 京都
野田剛広,永 野浩昭,村 上昌裕,和 田博志,小 林省
吾,丸 橋 繁,宮 本敦史,武 田 裕,梅 下浩司,堂
野恵三,中 村仁信,若 狭研一,門 田守人 肝細胞癌
経皮的治療後腹膜播種性再発に対する切除症例の検
討 第29回 日本癌局所療法研究会2007年6月,
東京都
村上昌裕,永 野浩昭,野 田剛広,和 田博志,小 林省
吾,丸 橋 繁,宮 本敦史,武 田 裕,堂 野恵三,
梅下浩司,門田守人IFN併 用化学療法と肝切除で長
期生存 した進行肝細胞癌の1例 第29回日本癌局所
療法研究会2007年6月,東 京都
小林省吾,堂 野恵三,丸 橋 繋,濱 直樹,浅 岡忠
史,宮 本敦史,武 田 裕,種 村匡弘,北 川 透,永
野浩昭,梅 下浩司,門 田守人 当教室におけるABO
不適合肝移植の周術期管理とその成績 第25回日本
肝移植研究会2007年7月,東 京都
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30.永野浩昭,丸橋 繁,小林省吾,宮本敦史,武田 裕,
梅下浩司,堂 野恵三,門 田守人 肝移植提供者にお
ける動脈 ・門脈 ・胆管断端処理について 第25回日
本肝移植研究会2007年7月,東 京都
31.濱 直樹,丸 橋 繁,堂 野恵三,浅 岡忠史,小 林省
吾,宮 本敦史,武 田 裕,永 野浩昭,梅 下浩司,門
田守人 肝移植後早期にC型 肝炎再発を来 した2例
第25回日本肝移植研究会2007年7月,東 京都
32.丸橋 繁,堂 野恵三,永 野浩昭,小 林省吾,宮 本敦
史,浅 岡忠史,濱 直樹,武 田裕,梅 下浩司,門 田守
人 肝細胞癌に対する成人生体肝移植一肝癌再発予
防と再発予測一 第25回日本肝移植研究会2007年
7月,東京都
33.秋田裕史,武 田 裕,中 森正二,丸橋 繁,宮本敦
史,永 野浩昭,北 川 透,堂 野恵三,梅下浩司,門
田守人 当科における膵管内乳頭腫瘍(IPMN)手術症
例の検討 第62回日本消化器外科学会定期学術総会
2007年7月,東京都
34.浅岡忠史,丸 橋繁,堂野恵三,濱直樹,小林省吾,宮
本敦史,武 田裕,永 野浩昭,梅 下浩司,門 田守人
当院における生体肝移植後の胆管吻合部狭窄6例 の
経験 第62回 日本消化器外科学会定期学術総会
2007年7月,東京都
35.小林省吾,丸 橋 繁,宮 本敦史,武 田 裕,種 村匡
弘,永 野浩昭,北 川 透,梅 下浩司,堂 野恵三,
門田守人 肝移植における肝動脈再建と術後合併症、
そしてその対策 第62回 日本消化器外科学会定期
学術総会2007年7月,東 京都
36.武田 裕,中 森正二,宮本敦史,小林省吾 丸橋繁,
北川透,永 野浩昭,梅 下浩司,堂 野恵三,門 田守人
StagelVa局所進行膵癌に対する治療戦略 第62回
日本消化器外科学会定期学術総会2007年7月,
東京都
37.野田剛広,永 野浩昭,武 田裕,和 田浩志 小林省吾,
丸橋繁,宮 本敦史,梅 下浩司,堂 野恵三,門 田守人
肝臓癌術後管理の ピットフォール、クリニカルパス
について 第62回日本消化器外科学会定期学術総会
2007年7月,東京都
38.濱 直樹,丸 橋 繁,堂 野恵三,浅 岡忠史,小 林省
吾,宮 本敦史,武 田 裕,永 野浩昭,梅 下浩司,
門田守人 膵、胆道疾患合併症例に対する生体部分
肝移植と胆管再建術式(胆管胆管吻合}の検討 第62
回日本消化器外科学会定期学術総会2007年7月,
東京都
39.丸橋 繁,堂 野恵三,永 野浩昭,浅 岡忠史,濱 直
樹,小 林省吾,宮 本敦史,武 田 裕,梅 下浩司,
40.
41.
42.
43.
44.
45.
46.
47.
48.
門田守人 ミラノ超肝癌に対する成人間生体肝移植
再発予測と再発予防の取 り組み 第62回日本消化器
外科学会定期学術総会2007年7月,東 京都
宮本敦史,堂野恵三,小林省吾,丸橋 繁,武田 裕,
種村匡弘,永 野浩昭,北 川 透,梅 下浩司,門 田守
人 胆道癌 に対する拡大手術の適応 に関する検討
第62回日本消化器外科学会定期学術総会2007年7
月,東 京
村上昌裕,丸橋 繁,小林省吾,宮本敦史,武田 裕,
永野浩昭,堂 野恵三,梅 下浩司,門 田守人 生体部
分肝移植術後にVOD・TMAを伴ったHCV末期肝硬変の
1例 第62回 日本消化器外科学会定期学術総会
2007年7月,東京都
和田浩志,永 野浩昭,宮 本敦史,丸 橋 繁,小 林省
吾,野 田剛広,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,門
田守人 血管内皮細胞に対する直接的なインターフ
ェロン併用5-FU化学療法の血管新生抑制効果 第
62回日本消化器外科学会定期学術総会2007年7月,
東京都
村上昌裕,永 野浩昭,丸 橋 繁,野 田剛広,永 井健
一,小林省吾,武 田 裕,堂 野恵三,梅 下浩司,石
田清隆,門田守人 術前にCTシミュレーションソフ
トを用いた巨大肝細胞癌の1切 除例 第2回 肝癌治
療シミュレーション研究会2007年9月,大 阪市
橘高信義,竹 政伊知朗,武 田 裕,吉 岡慎一,小 林
省吾,丸 橋 繁,宮 本敦史,永 野浩昭,梅 下浩司,
堂野恵三,松原謙一,松浦成昭,門田守人Molecular
mappingofhumanhepatocellularcarcinomatogain
deeperbiologicalinsightsfromgenomicdata第
66回日本癌学会学術総会2007年10月,横浜
永野浩昭,丸 橋 繁,武 田裕,種 村匡弘,李 千萬,
北川透,宮本敦史,小林省吾,瀧口修司,梅下浩司,
堂野恵三,関本貢嗣,門 田守人 腹腔鏡補助下小切
開開腹による肝切除術の経験 第1回 日本肝臓内視
鏡外科研究会2007年11月,仙台市
小林省吾,久 保田勝,橋 本和彦,丸 橋 繁,宮 本敦
史,武 田 裕,永 野浩昭,堂 野恵三,梅 下浩司,
門田守人 生体部分肝移植後の2つ の肝再生パター
ン 第43回日本移植学会総会2007年11月,仙台
市
永野浩昭,丸 橋 繁,宮 本敦史,濱 直樹,浅 岡忠
史,野 田剛広,武 田 裕,堂 野恵三,梅 下浩司,門
田守人 肝細胞癌に対する生体肝移植の治療成績に
ついて 第43回日本移植学会総会2007年11月,
仙台市
丸橋 繁,堂 野恵三,永野浩昭,金致完,浅 岡忠史,
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濱 直樹,小 林省吾,宮本敦史,武 田裕,梅下浩司,
門田守人 腎機能障害を有する末期肝硬変患者に対
する肝移植における低用量カルシニューリン阻害剤
を用いた免疫抑制法 第43回 日本移植学会総会
2007年11月,仙台市
49.永野浩昭,丸橋 繁,小林省吾,宮本敦史,武田 裕,
堂野恵三,梅 下浩司,門 田守人 肝細胞癌に対する
肝切除 ・肝移植一共通視点からみた外科治療戦略の重
要性一 第69回 日本臨床外科学会総会2007年
11-12月,横浜市
50.野田剛広,永野浩昭,村上昌裕,小林省吾,丸橋 繁,
宮本敦史,武田 裕,李 千萬,種村匡弘,北川 透,
堂野恵三,梅 下浩司,門 田守人 肝細胞癌切除術に
おける周術期の新鮮凍結血漿(FFP)投与の必要性に
関する検討 第69回 日本臨床外科学会総会2007
年11-12月,横浜市
51.野田剛広,永 野浩昭,竹 政伊知朗,和 田浩志,村 上
昌裕,小 林省吾,丸 橋繁,宮 本敦史,武 田裕,堂 野
恵三,梅 下浩司,松 原謙一 肝癌細胞株における
IFN-alpha/5-FU併用化学療法の獲得耐性関連遺伝子
の検討 第37回日本肝臓学会西部会2007年12月,
長崎市
52.岡崎優子,正 木治恵,清 水安子,高 橋良幸 女性糖
尿病患者の自己の健康管理と主婦役割のあり様 第
12回日本糖尿病教育・看護学会学術集会,2007年9
月,千葉
53.黒田久美子,内 海香子,清 水安子、麻生佳愛,村 角
直子,森 小律恵,正 木治恵 糖尿病患者セルフケア
能力測定ツールを活用した看護支援プログラムの開
発の方向性 第12回 日本糖尿病教育・看護学会学術
集会2007年9月,千 葉
54.山本雅子,酒 井郁子,湯 浅美千代,末 永由理,遠 藤
淑美,島 田広美,染谷さち代 回復期 リハ ビリテーシ
ョン病棟に入院中の高齢脳卒中患者のQOLの推移
第1報 第38回日本看護学会 老年看護2007年9
月,長崎
55.篠原有美,遠 藤淑美 精神科病棟 における居室性を
兼ね備えた保護室のメリットとデメリッ トー 看護師
の視点から一 第19回大阪府看護研究学会2007年
12月,大阪
56.酒井郁子,湯 浅美千代,末 永由理,遠 藤淑美,島 田
広美,山 本雅子,染 谷さち代 高齢脳卒中患者の自
我発達を促進する看護理論に基づいた学習プログラ
ムの開発 と評価一回復期 リハビリテーション病棟看
護師への介入と効果一第12回日本老年看護学会学術
集会2007年11月,神戸
57.
58.
59.
60.
61.
62.
63.
64.
65.
66.
67.
68.
師岡友紀,谷 浦葉子,三 木佐登美,小 林珠実,福 録
恵子,鈴 木純恵 臨地実習時の身体侵襲を伴う看護
技術の経験 について(11一経験状況 と到達度評価の
関連性の検討一 第27回日本看護科学学会学術集会
2007年12月,東京
師岡友紀,谷 浦葉子,三 木佐登美,小 林珠実,福 録
恵子,鈴 木純恵 臨地実習時の身体侵襲を伴う看護
技術の経験について ② 一新卒看護師の臨地実習に
対する意向の分析から一 第27回日本看護科学学会
学術集会2007年12月,東京
小野博史,田 口豊恵,表 八洋子,森 田輝代,河 村公
子,師 岡友紀,宮 田雅子,城 戸良弘 術後急性期に
おける高照度光照射の有用性 第3回 日本クリティ
カルケア看護学会学術集会2007年6月,福 岡
師岡友紀,城 戸良弘,新 開裕幸,松 岡真矢,森 久保
裕,福 井良子 臨床看護師との共同教育による一次
救命処置技術の演習効果について 第17回日本看護
学教育学会学術集会2007年8月,福 岡
山川みやえ,繁 信和恵,牧 本清子,,E　 ,三妊瑠
美壬,瀬皿七重,芦 田信之.認 知症高齢者の歩行距
離と排便 との関係一【Cタグモニタ リングシステムを
用いた客観的指標 による検討 第12回日本老年看護
学会学術集会2007年11月,神戸
山川みやえ,牧本清子 感染性胃腸炎による隔離が
アルツハイマー型認知症患者の行動に与える影響.
(口演)第33回 日本看護研究学会学術集会2007
年7月,盛 岡
福録恵子,藤 田淳子 円背患者の身体能力と日常生
活活動量との関係 第33回日本看護研究学会学術集
会2007年7月,盛 岡市
福録恵子,藤 田淳子 円背患者の転倒恐怖感と日常
生活活動量および身体能力との関係 第12回日本老
年看護学会2007年11月,神戸市
福録恵子,藤 田淳子 円背患者のバランス能力と転
倒恐怖感との関連性 第27回日本看護科学学会学術
集会2007年12月,東京都
唖 耶,鈴 木純恵 クローン病者の食事を通 じた
他者との関わ りの体験,日 本難病看護学会,12ω,
80,2007年
盥 香,鈴 木純恵Mishelの枠組みを用いた 「不
確かさ」の看護研究の分析、日本難病看護学会12q},
87,2007年
冒 鰯,坂 田友美,西且真D,牧 本清子,浅 利
誠志 気管支鏡洗浄 ・消毒関連機器等の管理の現状
調査 と今後の課題.第22回 日本環境感染学会総会
2007年2月,横浜
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69.野藍E江,柴 珠実,松 浦千枝子,西 村道子,加 藤
基子,牧 本清子,宮 内清子 地域型アクションリサ
ーチによる認知症予防活動(1)一初期認知症者と家
族へのプログラム開発 第66回 日本公衆衛生学界
2007年10月,松山市
70、柴珠実,野 柆恙壬江,西 村道子,松 浦千枝子,加 藤
基子,牧 本清子,宮 内清子 地域型アクションリサ
ーチによる認知症予防活動(2)一多職種チームの力
量形成 第66回日本公衆衛生学界2007年10月,
松山市
71.上杉逧壬,藤 田君支,牧 本清子 股関節症患者にお
け る主観 的健 康度 の変 化 その1一 日本 語 版
OHS.WOMACによる縦断調査 口頭発表 第27回日本
看護科学学会学術集会2007年12月,東京
72,藤田君支,上 杉紐,牧 本清子 股関節症患者にお
ける主 観 的健康 度の 変化 そ の2一 日本語 版
OHS.WOMACによる縦断調査 口頭発表 第27回日本
看護科学学会学術集会,東京2007年12月,東京
73.内邊挑絵,山田正己,西 功,鍋谷佳子,浅利誠志,
朝野和典,牧 本清子 救命救急センターにおける尿
道 カテーテル挿入患者の細菌尿発生要因の検討.
第22回日本環境感染学会総会2007年2月,横 浜
74.山田正己,内海挑絵,西 功,鍋谷佳子,浅利誠志,
朝野和典,牧 本清子 尿路感染サーベイランスにお
ける尿試験紙の活用一尿試験紙の測定者間一致率の
検討 第22回日本環境感染学会総会2007年2月,
横浜
75.山邉え 旦,藤生⊇想,荻 野 敏 インターネッ ト・
アンケー トを用いた花粉症患者の動向調査一4年 間
の比較 第25回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会
2007年3月,甲府市
76.盍山D,勸 ざ,重山r=e'溝手千織,.山
邉え彑,荻 野 敏SF-8を用いた大学生QOL:アレ
ルギー性鼻炎の影響 第25回日本耳鼻咽喉科免疫ア
レルギー学会2007年3月,甲 府市
77.重山優王,藤e,荻 野 敏,有 本啓恵,入 船
盛弘,岩田伸子,大川内一郎,菊守 寛,瀬尾 律,
竹田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏 スギ
花粉症のQOLに与える花粉飛散量の影響:2005年と
2006年の比較 第25回 日本耳鼻咽喉科免疫アレル
ギー学会2007年3月,甲府市
78.山邉え彑,伍 藤真貴,血 彑紀王,荻 野 敏 花粉症
患者が治療薬へ寄せる期待一websiteを用いたアン
ケー ト調査よ り 第57回日本アレルギー学会秋季学
術大会2007年11月,横浜市
79.血内紀 王,藤e,0,溝 手千織,
80.
81.
82.
83.
84.
85.
86.
87.
荻野 敏SF-8を用いた大学生のQOL:アレルギー
疾患合併の影響 第57回日本アレルギー学会秋季学
術大会2007年11月,横浜市
重山優壬,荻 野 敏,藤 甚2か さ.,有本啓恵,入 船
盛弘,岩田伸子,大川内一郎,菊守 寛,瀬尾 律,
竹田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏 スギ
花粉症患者の症状およびQOLの経年比較:無 治療群
における2004年～2007年の動向 第57回日本アレ
ルギー学会秋季学術大会2007年11月,横浜市
山邉え彑,荻 野 敏,藤A,有 本啓恵,入 船
盛弘,岩田伸子,大川内一郎,菊守 寛,瀬尾 律,
竹田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏 花粉
症患者のQOLに対する眼症状の影響一JRQLQ及び
SF-8を用いて 第57回 日本アレルギー学会秋季学
術大会2007年11月,横浜市
俚藤 真貴,山 邉え彑,荻 野 敏 花粉症患者の生活
様式の違 いによるセル フケア ・受診行動の差の調
査:Websiteを用いたアンケー ト調査から 第5ア
回日本アレルギー学会秋季学術大会2007年11月,
横浜市
重山0,長 野拓三,荻 野 敏 ア トピー性皮膚炎
患者のQOL:SF-8を用いて 第57回日本ア レルギー
学会秋季学術大会2007年11月,横浜市
俚藤真貴,Yy,荻 野 敏 花粉症 による労働
生産性への影響の硯究(第1報}一ニンテンドーDSを
用いて 第57回 日本アレルギー学会秋季学術大会
2007年11月,横浜市
荒木しのぶ,吹 田麒,鈴 木純恵 クローン病者の
看護研究の動向,日本難病看護学会12〔1),86,2007
安江郁壬,飛_;都 壬,鈴木純恵2001年から2006
年におけるわが国の透析患者のQOLに 関する看護
研究の動向,第27回日本看護科学学会学術集会講演
集,69,2007年12月
喜多寛恵,加治 屋文子,盤 趾香,鈴木純恵 多発
性硬化症患者に特有な疲労に対する介入研究(海 外
における)についての文献研究,第27回日本看護科
学学会学術集会講演集69,2007年12月
V受 賞 なし
W特 許 なし
wi共同研究 ・外部資金
1,ユ ニベール財団研究助成金 高齢者入居施設におげ
る感染アウ トブレイクの系統的 レビューと対策 枅
究代表者 牧本清子,芦 田信之
2.科 学研究費基盤(B)(海外)日韓共同研究によるIT
を用いた痴呆性高齢者のケア質評価指標の開発 研
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3.
4.
5.
6.
7.
8.
究代表者 牧本清子,分 担研究者:山 川みやえ,泉
キヨ子,・鈴木みずえ
糖尿病セルフケア能力測定ツールを活用した看護援
助プログラムの開発 清水安子(研究代表者),黒田
久美子,内 海香子,麻 生佳愛,村 角直子,正木治恵
科学研究費補助金 特別研究促進費(基 盤C)2007
年
心臓外科手術後患者の身体感覚とボデ ィイメージに
焦点化 した看護介入の開発 とその評価 藤崎 郁
(代表)科 学研究費補助金 萌芽研究2007年
回復期リハ ビリテーション病棟における高齢脳卒中
患者のQOLを 高める看護援助 酒井郁子(代 表),
吉本照子,杉 田由加里,吉 永勝訓,湯 浅美千代,綿
貫成明,末永由理,遠藤淑美 科学研究費補助金 基
盤研究C2006-2007年
高齢脳卒中患者の 自我発達を促進する学習教材の開
発 酒井郁子(代表),湯浅美千代,遠藤激美,佐藤
広美,末 永由理,荒 木暁子 科学研究費補助金 基
盤研究C2007年一
運動機能障害のある要介護者への介助方法 と生活行
動の介入による自立度への効果 藤田淳子,福 録恵
子,山 田京子,科 学研究費補助金,基 盤研究(C),
2006-2007年
飲酒運転抑止における看護師の寄与に関する研究
心光世津子 科学研究費補助金 若手研究(ス ター
トアップ)2007-2008年度
Wl主催学会
1.第19回 大阪府看護研究学会学術大会 企画 ・実行委
員長 藤崎 郁2007年12月1日 大阪市
2.2007年度近畿地区看護研究学会学術大会 企画 ・実
行委員長 藤崎 郁2008年1月24・25日大阪市
生命育成看護学講座
1論文
1.学術論文
1.藤 原千惠子 メンタルヘルスにおける予防的看護
ケアー患者 と家族の レジリエンスの促進をめざ し
て一,看護研究,40〔6),539-547,2007.
2. 石井京子,藤 原千惠子,河 上聟晝,西a:・.,新
家=鯉,町 浦美智子,大 平光子,上 田惠子,仁屋か
お旦:患者の レジリエ ンスを引き出す看護者の支援
とその支援 に関与する要因分析,日本看護研究学会
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
雑誌,30〔2),21-29,2007.
永井利三郎,阿 曽洋子,荒 木田美香子,伊 藤美樹
子,大 塚敏子,奥 野裕王,遠 藤淑美,酒 井佐枝子,
壟遡,31,¥=輝,新 田紀枝,藤原千惠子,撞
1ぶ 子どもの心の発達に支援できる人材育
成 をめ ざす新 しい学部教育の試み,脳21,10:
237-243,2007
下野九里子,永 井利三郎 小児期てんかんに対する
新抗てんかん薬 臨床精神薬理10:573-580,2007
青天 目信,沖 永剛志,今 井克美,神 尾範子,下野九
理子,永 井利三郎,黒 澤健司,大 薗惠一1p36欠失
症 候 群3例 に み ら れ た て ん か ん の 検 討
carbamazepineに対する反応 について 脳 と発達
39巻4号,Page289-2942007/07/01
伊予田邦昭,粟 屋 豊,松 石豊次郎,永 井利三郎,
田辺卓也,栗 原まな,山 本克哉,前 川喜平 てんか
ん接種基準案による前方視的アンケー ト調査(最終
報告)一難治なけいれん発作をもつ小児 に対する予
防接種実施 に関する多施設共同調査 一 脳 と発達
39:456-458,2007
新田紀枝,川 端京子,高 橋晃子,田 中登美 ホス ピ
ス ・緩和ケア病棟看護師の代替療法の習得の現状と
要 望 第37回 日本看護学会論文集 看護教育
2006:144-146,2007
新田紀枝,川 端京子,高橋晃子,田 中登美 ホス ピ
ス ・緩和ケア病棟看護師の代替療法の実施の現状に
関する調査 第37回日本看護学会論文集 成人看護
II2006:83-85,2007
高橋清子,永 井利三郎,稲 田 浩,塩 見正司,高
田慶応,藤 丸李可,木 野 稔,里 村憲一,鈴 木美
智子,田 辺卓也,田 川哲三 病(後)児 保育にお
ける利用者 とそのかかわ りに関する活動 保育 と
保健13:42-46,2007
竜岡久枝,玉 里八重子 妊婦が認知する実母か らの
サポー トの影響 滋賀母性衛生学会誌2007年7月
33-38頁
河上聟養,藤原千恵子:在宅中心静脈栄養{HPN)を施
行中の学童期の子どもと親のレジリエンス,第37回
日本看護学会論文集一小児看護一,173-175,2006.
酒井佐枝子,加 藤 寛 養育者の対人関係の持ち方
が虐待傾向に及ぼす影響～子ども虐待予防に必要な
視点を考える～ トラウマティック ・ス トレス5巻
2号157-165頁
鍵,藤 原千恵子 小児の入院と母親の付 き
添いが同胞 に及ぼす影響 一同胞の情緒 と行動の 問
題の程度と造成 ・背景因子との関連性 一,小児保健
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研究,66(4},561-567.
14.鐙甚江三呈,大 橋一友 妊婦の身体感覚と胎児へ
の愛着の関連性 日本助産学会誌2007/6,21(1),
6-16.
15.矢野惠王,大 橋一友,八 木橋香津代,塩 沢直美,
此花愛子 不妊医療 における多職種連携 に求められ
る条件と期待される看護の役割一自由記載分析よ り
一 日本不妊カウンセ リング学会誌2007/12,6(2),
t-5
2.会議録
1.富 永康仁,星 野奈津子,新 谷 研,下 野九里子,
沖永剛志,永 井利三郎,大 薗恵一 小児皮膚筋炎 に
対する低用量ステロイ ドとメソ トレキセー トの併用
療法 脳と発達39:S196,2007
2.田 辺卓也,田 川哲三,荒 井 洋,今 石秀則,今 北優
子,宇 野理沙,田 中順子,谷 池雅子,永 井利三郎,
薮田玲子,西 田 勝,粟 屋 豊,前 川喜平神経疾患
をもつ児の保護者に対する予防接種アンケー ト 脳
と発達39:S207,2007
3.沖 永剛志,神 尾範子,新 谷 研,星 野奈津子,富 永
康仁,下 野九里子,大 薗恵一,永 井利三郎 幼児期
発症の軸索型ギランバ レー症候群の長期予後 脳と
発達39:S344,2007
4.池 田友美,永 井利 三郎,船 戸 正久,安 原 昭 博
大阪府の小児の在宅医療に関する実態調査 脳と発
達39:S263,2007
5.下 野九里子,北 井征宏,新 谷 研,富 永康仁,星 野
奈津子,沖永剛志,永井利三郎,大薗恵一 脊髄小
脳変性症 に伴 うてんかんの臨床像 てんかん研究
25巻3号,622007
6.植 田 仁,今 井克美,沖 永剛志,下 野九里子,鈴 木
保宏,鳥邊泰久,松岡太郎,田 川哲三,安倍治郎,荒
井 洋,小 野次朗,永井利三郎West症候群に対す
る短期隔日ACτH療法を取り入れた段階的治療の長
期予後の検討 脳 と発達vol39,$Uppl.pageS142
2007/06/01
7.坂 藤昌子,冨 永信子,新 田紀枝,阿 曽洋子 入院時
に退院支援が必要と判断された患者の特性一退院支
援スクリーニング票の分析から一 第38回日本看護
学会抄録集一看護管理2007年10月,165
&安 藤布紀壬,大 橋一友 妊娠中に発症する腰痛と骨
盤痛が妊娠中の日常生活の活動に及ぼす影響 日本
助産学会誌2007/3,20(3},68
9,雌 工三王,大 橋一友 妊婦身体感覚尺度の信頼
性 ・妥当性の検討 日本助産学会誌2007/3,20(3),
69
10.
11.
12.
13.
14.
久我原朋王,大 橋一友 唾液検査による歯周疾患ハ
イリスク妊婦のスク リーニング 日本助産学会 日
本助産学会会誌2007/3,20(3),110
新皿治壬,島 田三恵子,呈 瀬壓王,乾⊇ぶ弖 妊娠
初期の睡眠パターンと眠気.日本睡眠学会第32回学
術集会抄録集2007年11月276頁
盥,島 田三恵子,乾⊇ぶ ら,新皿治壬 産後
の母親 と乳児との睡眠覚醒リズムの関連.日 本睡眠
学会第32回学術集会抄録集2007年11月297頁
乾⊇ぶ 弖,島 田三恵子,呈si,新 皿澄 壬 妊娠
末期から産後4か 月までの睡眠の質の変化 日本睡
眠学会第32回学術集会抄録集2007年11月297頁
増山結花,中 嶋有加里,山 口雅子,大 橋一友 医療
分野における妊婦のシー トベル ト着用に関する海外
文 献の動 向 大 阪母 性衛 生学 会雑誌2007/7,
43(1),108-114.
3.研究報告
1.永 井利三郎ACTH治療後の予防接種基準に関する研
究 一H18年度文献調査一 ワクチンの安全性向上た
めの品質確保の方策に関する研究 ワクチンの安全
性向上のための品質確保の方策に関する研究班総会
資料page97-98
z.
3.
4.
5.
田辺卓也,粟 屋 豊,松 石豊次郎,伊 与 田邦昭,
永井利三郎,栗 原まな,山 本克哉,皆 川公夫,前 川
喜平,田 川哲三 神経疾患をもつ児の保護者に対す
る予防接種アンケー ト ワクチンの安全性向上のた
めの品質確保の方策に関する研究 研究班総会資料
page101-106
伊与田邦昭,松石豊次郎,永 井利三郎,田 辺卓也,
栗原まな,小西 徹,山本克哉,皆川公夫,粟屋 豊,
前川喜平 予防接種後、発作増悪を認めた小児難治
てんかん例の検討 ワクチ ンの安全性向上のための
品質確保 の方策 に関する研 究 研究班総会 資料
page107-1102007/03/01
武井典子,藤 本篤士,大 橋一友,岩 久正明 自立高
齢者の口腔の健康とWHO/QOLの関係および口腔機能
向上支援によるQOLへの貢献 平成18年度8020公
募研究事業研究報告書2007/6,53-82
島田三恵 子,杉 本 充弘,縣 俊彦,大 橋一 友,
新 田紀枝,町 田利正,関 和男,久 具宏司,森 臨
太郎,岡 本喜代子,神 谷整子,村 上睦子,中 根
直子,戸 田律子,冨 田直子,神 徳敦子,諏 訪敏
幸 科 学的根拠 に基 づいた快適な妊娠出産のた
めのガイ ドラインの 開発 に関する研究 平成18
年度厚生労働科 学研 究(子 ども家庭総合研究事
業)総 括 ・分担報告書1-275頁2007年3月
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6.島 田三恵子 厚生 労働科学研究(子 ども家庭総
合研究事業)科 学 的根拠 に基づ いた快適な妊娠
出産のた めのガ イ ドラインの開発 に関す る研究.
平成17～18年度総 合研 究報告書1-284頁2007
年3月
7.鈴 木 茜,渡 辺多恵子,佐 藤千織,甲 斐友佳,竜 岡
久枝,松 浦賢長,山 崎嘉久,山 中龍宏,山 縣然太朗
親子の社会的健康度を育むための支援に視する乳幼
児健診問診項 目～事故予防項目20の開発～ 厚生科
学研究費補助金(子 ども家庭総合研究事業)分 担研
究報告書2007年3月
8.鈴 木 茜,竜 岡久枝,松 浦賢長,山 縣然太朗EPS得
点の分散と関連 因子に関する研究 鹿児島報告書
2007年3月
9.酒 井佐枝子,加 藤 寛 対人関係の持ち方および育
児サポー トの認知が虐待傾向に及ぼす影響 心的 ト
ラウマ研究2007年3号47-55頁
4.大学 ・研究所等の報告
1,酒井佐枝子,加藤 寛,中井久夫 世代を超えて連鎖
する家庭内の暴力 ・虐待の予防と介入に関する研究
兵庫県こころのケアセンター研究報告書2007年
61-117頁
2.久 我Y」/.!,松犀恵美子,大橋一友 つわ りに対する
食事の工夫とQOLとの関連 大阪大学看護学雑誌
2007/3,13(1),1-7
5.解説 ・総説
1.永 井利三郎 からだと心の相談室r3歳児熱のたびに
ひきつけ」毎日新聞2007/04/01
2.永 井利三郎 からだと心の相談室 「4歳児2歳 ごろ
から吃音 に」毎日新聞2007/05/01
3.永 井利三郎 発達障害の理解と対応 日本教育新聞
2007/07/01
4.永 井利三郎,荒 木田美香子,奥 野裕王,高O
養護教諭が知っておくべき特別支援教育のすべて一
特別支援が必要な子どもたちと、向き合 うために一
健康な 子 どもVoL1:p.29-33Vol.1:p.29-33
2008/01/01日本学校保健研修社
5.永 井利三郎 日本 学校保健研修 社児 毎 日新聞
2007/10/01
6,荒 木田美香子,永井利三郎,遠藤淑美,酒井佐枝子,
奥野裕ヨ三 困難を抱えつつも母親のグループに勢い
健康な子どもp4-52007/12
7.永 井利三郎,阿曽洋子,荒木田美香子,伊藤美樹子,
大塚敏子,盤,遠 藤淑美,酒 井佐枝子,直 間
D,駈 家=盟,新 田紀枝,藤 原千恵子,撞 川⊥乙
の、ぶ 子どもの心の発達に支援できる人材育成をめ
8.
9.
10.
11.
s.
ざす新 しい学部教育の試み 脳2110(3),25-31,
zoo?
永井利三郎 鼻血がよく出る3歳 男児 毎 日新聞,
2007
永井利三郎 家族の中の子育て 保育と保健13:
33-35,2007
沖永剛志,永 井利三郎 【てんかん診療ABC】思春
期か ら青年期発症のてんかん 小児科診療70:
111-117,2007
新田紀枝,川 端京子 看護における補完代替医療の
現状 と問題点一ホスピス ・緩和ケア病棟に勤務する
看護師の補完代替医療の習得と実施に関する調査か
ら一 日本補完代替医療学会誌,4{1):23-31,2007
その他 なし
ll著書
1.一般 著 書
1.小 児 の 在 宅 生 活 支 援 の た め の 医 療 的 ケ ア ・マ ニ ュ ア
ル 改 訂2版 永 井 利 三 郎,服 部 英 司 大 阪 府 医 師 会
2007年3月
2.専門 著 書
1.InternationalSymposiumonStatusEpilepticusinInfants
andYoungChildren(ISSE).BasicMechanisms,clinical
evaluation,prognosisandtreatment.Co-edittedby
TosisaburoNagaiandYukioFukuyama,ISSE
2006/09/01
2.神 経 疾 患 を 持 つ 小 児 に 対 す る 予 防 接 種 ガ イ ド ブ ッ
ク 粟 屋 豊,伊 予 田 邦 昭,栗 原 ま な,永 井 利 三 郎
診 断 と 治 療 社2007年12月
3.
4.
5.
6.
7.
子どもの応急処置 「こんな ときどうする」(DVD)
永井利三郎 他 大阪小児科医会2007年3月
永井利三郎 「多剤併用治療における新 しい抗てん
かん薬ガバペンの展望」ファイザー大阪座談会ファ
イザー株式会社2007年11月
スタンダー ド生理学 二宮石雄,安藤啓司,彼末一之,
松川寛二編 大橋一友 第10章 生殖2007年2
月7日p209-230
2008年出題基準別助産師国家試験問題 医学監修
大橋一友 編集 竹内美恵子 メディカ出版2007
年7月30日
2008年出題基準別助産師国家試験予想問題集 医学
監修 大橋一友 編集 竹内美恵子 メディカ出版
2007年8月10目
3.教科書
1.氏 家幸子監修,山 中久葵子,藤 原千恵子,蝦 名美
智子 編集:母 子看護学,小 児看護学第2版,廣 川
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z.
3.
4.
書店,1-351,2007.(r12.感覚器障害』著)
氏家幸子監修,藤 原千惠子,山 中久美子,蝦 名美智
子 編集:母 子看護学,母 子看護技術u小 児看護技
術第2版,廣 川書店,1-258,2007.(P12.喀痰喀出』
r13,酸素療法』『17.救急処置』著)
島 田三恵子 新 生 児期 に用 い られ る基 本技 術
青木康子,加藤尚美,平沢美恵 子編 第3版第4刷
助産 学 体系 第7巻 助 産診 断 ・技 術 学110章
p.205-235,日本看護協会出版会 東京2007年
島 田三恵子 新 生児の助産診断 とケア 青木康
子,加藤尚美,平沢美恵子編 第3版第4刷 助産学
体系第9巻 助産診断 ・技術学III1章p.1-42,日
本看護協会出版会 東京2007年
m招 聘 講 演 ・シ ン ポ ジ ウ ム 等
1.国際 学 会
1.TosisaburoNagai.Immunizationanditsneurological
hazardsinchildren.CNSinfection.9thAsianand
OceanianCongressofChildNeurologyConvention.
January2007,Philippines.
2.TosisaburoNagai.AsianepilepsyregistrystudyinJapan.
PediatricepilepsycollaborativestudygroupinAsia.9th
AsianandOceanianCongressofChildNeurology
Convention.January2007,Philippines.
2.国内 学 会
1.永 井 利 三 郎 「学 校 生 活 を 支 え る 」シ ン ポ ジ ウ ムfて
ん か ん の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」 日 本 て ん か ん 学 会
2007年11月,大 阪
2.永 井 利 三 郎 「発 達 障 害 の 子 ど も の へ の 支 援 一 医 療 、
保 健 の と り く み 一 」第6回 全 国LD親 の 会 公 開 フ ォ ー
ラ ム 「スg一 ト した 特 別 支 援 教 育 の 現 状 と 課 題 」 全
国LD親 の 会2007年6月,大 阪
3.酒 井 佐 枝 子 子 ど も の ト ラ ウ マ と そ の ケ ア 第59
回QualityofLife研究 会2007年4月,大 阪
N学 会一般演題
1.国際学会 なし
2.国内学会
1.藤 原千惠子,宜野遊壬,絹巻宏,日野利治,藤田位,
山入高志,寺 田春郎,永 井利三郎 小児科医院の診
察場面での乳幼児の啼泣と医療者 ・母親の乳幼児に
対する援助 の関係,第17回日本外来小児科学年次
集会(熊 本市),117,2007.
2.泉 美香,藤 原千恵子 小児看護学実践継続の意志
に対する看護師の認識 日本小児看護学会第17回
学術集会2007年7月,松 本
3.植 田 仁,今 井克美,沖永剛志,下野九里子,鈴 木保
宏,鳥 邊泰久,松 岡太郎,田 川哲三,安 倍治郎,
荒井 洋,小 野次朗,永 井利三郎West症候群に対
する短期隔 日ACTH療法を取 り入れ た段階的治療の
長期予後 の検討 第49回日本小児神経 学会総会
2007/06/01,大阪
4.富 永康仁,星 野奈津子,新 谷 研,下 野九里子,沖永
剛志,永 井利三郎,大 薗恵一 小児皮膚筋炎に対す
る低用量ステロイ ドとメソ トレキセー トの併用療法
第49回日本小児神経学会総会2007/06/01,大阪
5.田 辺卓也,田 川哲三,荒 井 洋,今 石秀則,今 北優
子,宇 野理沙,田 中順子,谷 池雅子,永 井利三郎,
薮田玲子,西 田 勝,粟 屋 豊,前 川喜平 神経疾
患をもつ児の保護者に対する予防接種アンケー ト第
49回日本小児神経学会総会2007/6/1,大阪
6.沖 永剛志,神 尾範子,新 谷 研,星 野奈津子,富 永
康仁,下 野九里子,大 薗恵一,永 井利三郎 幼児期
発症の軸索型ギランバ レー症候群の長期予後 第49
回日本小児神経学会総会2007/6/1,大阪
7.池 田友美,永 井利三郎,船 戸正久,安 原昭博 大阪
府の小児の在宅医療に関する実態調査第49回 日本
小児神経学会総会2007/6/1,大阪
8.下 野九里子,北井征宏,新谷 研,富永康仁,星野奈津
子,沖永剛志,永井利三郎,大薗恵一 脊髄小脳変性
症に伴 うてんかんの臨床像 下野九里子第41回 日本
てんかん学会2007/9/L福岡
9.伊 予田邦昭,粟屋 豊,松石豊次郎,永井利三郎,田辺
卓也,栗原まな,山本克哉,前川喜平 てんかん接種
基準案による前方視的アンケー ト調査(最 終報告)
一難治なけいれん発作をもつ小児に対する予防接種
実施に関する多施設共同調査一 第41回 日本てん
かん学会2007/11/1,福岡
10.井上安奈,新 田幸代,藤 原彩子,永 井利三郎,藤 原
千恵子 広汎性発達障害をもつ子どもの背景因子と
その家族からみた家族機能との関連の検討 第55回
日本小児保健学会2007/9/1,群馬
11.沖永剛志,下野九里子,新谷 研,富永康仁,最上友
紀子,鳥邊泰久,柳原恵子,鈴木保宏,永井利三郎,
大薗恵一 小児期発症の難治性てんかん における
Gabapentin治療の短期効果 第41回日本てんかん学
会2007/9/1,福岡
12.青天 目 信,平 井聡里,荒 井 洋,下 野九里子,沖 永
剛志,永 井利三郎,大 薗恵一 バルプロ酸投与中に
fanconi症候群 をきた した重症心身障害児の3例
第41回日本てんかん学会2007/9/1,福岡
13.沖永剛志,下野九里子,新谷 研,富永康仁,最上友紀
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14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
zi.
22.
23.
24.
25.
子,鳥邊泰久,柳原恵子,鈴木保宏,永井利三郎,大薗
恵 一 小 児 期 発 症 の難 治性 てん か ん に お ける
Gapapentin治療の短期効果 第41回日本てんかん学
会2007/9/1,福岡
永井利三郎 「呼吸の困難な子どもの在宅支援」大
阪府医師会 「小児の在宅医療研修会」大阪府医師会
2007.3,大阪
坂藤昌子,冨 永信子,新 田紀枝,阿 曽洋子 入院時
に退院支援が必要と判断された患者の特性一退院支
援スクリーニング票の分析から一 第38回 日本看
護学会一看護管理一2007年10月,和歌山市
高田一美,石 見和世,文 字智子,高 城美圭,高 城
智圭,河上 聟査,藤 原千惠子 看護師による子ど
もへの病気説明の実践状況,第38回日本看護学会
抄録集 一小児看護一(つくば市),148,2007年
高城美圭,高 城智圭,文 字智子,高 田一美,石 見和
世,河 上智養,藤 原千恵子 属性別に見た看護師の
子どもへの病気説明の認識と実践 日本小児看護学
会第17回学術集会2007年7月,松 本
酒井佐枝子,加 藤 寛 養育者の自己効力感と虐待
傾向との関連 日本 トラウマティック ・ス トレス学
会第6回 大会2007年3月,東 京
酒井佐枝子,山 野則子 ノーバデ ィーズ ・パーフェ
ク トプログラムの効果測定～茨木市でのとりくみ～
日本子ども虐待防止学会第13回 学術集会みえ大会
2007年12月,三重
安藤査紀壬,大 橋一友 妊娠中に発症する腰痛と骨
盤痛が妊娠中の 日常生活の活動に及ぼす影響 日本
助産学会2007年3月,別 府
-江三王,大 橋一友 妊婦身体感覚尺度の信頼
性 ・妥当性の検討 日本助産学会2007年3月,別
府
久我原朋壬,大 橋一友 唾液検査による歯周疾患ハ
イ リスク妊婦 のス ク リーニ ング 日本助 産学会
2007年3月,別府
矢野恵量,大 橋一友,八 木橋香津代,塩 沢直美,此
花愛子 不妊医療における多職種連携に求められる
条件と期待される看護の役割 日本不妊カウンセリ
ング学会2007年6月,東 京
甄皿澄壬,島 田三恵子,呈 瀕麻王,乾 ⊇壓弖 妊娠
初期の睡眠パターンと眠気.日本睡眠学会第32学術
集会2007年11月9日,東京
31,¥,藤 原千惠子 小児の入院と母親の付き
添いが同胞 に及 ぼす影響一同胞の否定的変化と肯
定的変化との関係 一,第38回日本看護学会抄録集
一小児看護一,19,2007.
zs.
z7.
zs.
29.
30.
31.
32.
33.
34.
35.
36.
37.
38.
39.
池坦友美,永 井利三郎,毛 利育子,加 藤久美,谷 池
雅子 重症心身障害児の睡眠障害 と介護負担感に関
するアンケー ト調査 第55回 日本小児保健学会
2007/9/1,群馬
藤原班,永 井利三郎 「小学生のインフルエンザ
罹患と予防に関するアンケー ト調査」第51回大阪小
児てんかん研究会2007年4月,大 阪
1ぶ,永 井利三郎 在宅人口換気を行ってい
る児の母親の保育所通所を通 しての思い～障害児が
地域社会で個性を輝かせて生きていくために～ 第
54回日本小児保健学会2007/9/1,群馬
慙田垂代,差上安奈,一 ・;,永井利三郎,藤 原
千恵子 乳幼児の事故に関する研究一1歳7ヶ 月検
診を通 じて 第60回 日本小児保健学2007/9/1,
群馬
藤原彩王,永 井利三郎,井 上安奈,新 田幸代 小学
生のインフルエンザに対するインフルエンザワクチ
ンの効果 第54回日本小児保健学会2007/9/1,群馬
皇瀬麻呈,島 田三恵子,つ ヤ諠 塹皿治王 産後
の母親と乳児との睡眠覚醒 リズムの関連 日本睡眠
学会第32回学術集会2007年11月9日,東京
つrミ、,島田三恵子,呈si,塹 川治王 妊娠
末期から産後4か 月までの睡眠の質の変化 日本睡
眠学会第32回学術集会2007年11月9日,東京
杢t田絵美,藤 原千恵子 入院生活における幼児後期
の子どもの遊び体験に対する親の認識,第54回日本
小児保健学会講演集(前橋市),119,2007.
武 内紗壬,宜 野遊王,藤 原千恵子 小児科外来に
おける看護 師および母親の子どもに対する援助に
影響する要因,第38回日本看護学会抄録集一小児
看護一(つくば市1,171,2007.
北尾美香,河 上聟査,藤 原千恵子 小児看護学実
習が育児体験ス トレス に与える影響の主観 的 ・客
観的判定,第38回日本看護学会抄録集一小児看護
一{つくば市1,114,2007.
岩本桜利 子,永 井利三郎A市 の保育所に通 う障害
児の通園状況に関する保護者へのアンケー ト調査
題56回日本小児保健学会2007/9/1,群馬
加島佑香,永 井利三郎 障害児保育の受け入れ に
関する調査～A市の保育園園長へのアンケー トか
ら～ 第57回日本小児保健学会2007/9/1,群馬
阪上健太朗,永 井利三郎 大阪府の障害児保育の
現状 第58回日本小児保健学会2007/9/1,群馬
北野あ一い子,永 井利三郎 障害児教育担当教員 に
対する音楽教育についてのアンケー ト調査～音楽
療法 に関する意識及び音楽療法 に関する文献調査
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40.
41.
～ 第59回日本小児保健学会2007/9/1,群馬
江川星紀,永 井利三郎 大阪府の養護学校におけ
る医療的ケアの実施状況～看護師へのアンケー ト
調査～ 第61回日本小児保健学会2007/9/1,群馬
壇 山結花,中 嶋有加里,山 口雅子,大 橋一友 医
療分野 における妊婦のシー トベル ト着用に関する
海外文献の動向 大阪母性衛生学会2007年2月,
大阪
V受 賞 なし
M特 許 なし
w共 同研究 ・外部資金
1.平 成19年度科学研究費補助金 基盤研究B妊 娠中
から産褥期の母親の生活 リズム等が母子の健康に及
ぼす影響に関する研究 島田三恵子(代 表)鮫 島
道和,保 智己,新 田紀枝,大 橋一友
2.平 成19年 度科学研究費補助金 萌芽研究 つわ り
症状のある妊婦へのつぼ刺激の有効性 安田孝子
(代表),島田三恵子,大見サキエ,巽あさみ,矢
野 忠,笹 岡知子
3.平 成19年度科学研究費補助金(基 盤研究C)母子健
康手帳と尿中コチニン検査を用いた妊婦能動 ・受動
喫煙対策に関する広域調査 大橋一友(代 表),炭
原加代
4.平 成19年度8020研究事業(公 募研究課題番号2)
自立高齢者の口腔ケアの介入とWHO/QOLへの貢献一
3年間の追跡調査から後期高齢者への対応を求めて
一 藤本篤士 ,武井典子,大 橋一友,岩 久正明,
竹中彰治,奥 瀬敏之
5.平 成19年度財団法人フランスベッド・メディカルホ
ームケア研究 ・助成財団研究助成金 利用者による
在宅サー ビスの評価とサービス利用に影響を及ぼす
要因 新田紀枝(代 表),児浦博子,松邨淳代,尾崎
秀子,村 上真弓,武 村厚子,橋本央子
6.平 成19年度科学研究費補助金(基 盤研究C)妊婦 と
胎児の命を守る自動車利用教育プログラム作成に向
けての基礎的研究一シー トベル ト着用法 ・妊婦用補
助具および乗車姿勢の検討一 中嶋有加里(代表),
山口雅子,大 橋一友
7.平 成19年度科学研究費補助金(萌芽研究)中高年男
性のパタニティブルーズとうつ病発症との関連に関
する研究 西村盟壬(代表),大 橋一友,石 蔵文信
IXその他(講 演会など)
1.永 井利三郎 「染色体異常を持つ子どもの学校生活
上の課題とその対応」 医療的ケア研修会 箕面養
護学校2007年12月,大阪
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10,
11.
永井利三郎r新 しい抗てんかん薬と小児てんかん」
トピナ錠発売記念講演会 協和発酵工業株式会社
2007年12月,大阪
永井利三郎 「「医療的ケアの基本認識」教職員とし
てどう考えるか」箕面市第3中 学校 校内研修会
箕面市第3中 学校2007年11月,大阪
永井利三郎 「予防注射の副反応の現状と今後の課
題」伊丹市医師会学術講演会 伊丹市医師会2007年
8月,大阪
永井利三郎 「肢体不自由児の医学的基礎理解につ
いて」平成19年度肢体不自由教育研修、盲 ・聾 ・養
護学校新任教員研修、新任養護学級 ・新任通級指導
担当教員研修 大阪府教育センター2007年8月,
大阪
永井利三郎 「特別支援教育と連携」第7回 オープ
ンセミナー 「これか らの特別支援教育」～連携!医
療と保健室～ 関西特別教育ネッ トワーク2007年
7月,大阪
永井利三郎 「学校で支援が必要な子どもたちへの
理解とその対応」平成19年 度箕面市学校保健会総
会 ・講演会 箕面市学校保健会2007年7月,大 阪
永井利三郎 「発達障害への理解」豊中市障害児保
育保護者講演会 豊中市子ども未来部2007年6月,
大阪
永井利三郎 「発達障害の理解 と対応」子どもの 「こ
ころ」と 「からだ」の健康フォーラム ー子どもの
「こころ」と 「からだ」 ファイザー2007年6月,
大阪
永井利三郎 「医療的ケアの必要な慢性疾患児の在
宅医療を地域で支えるために」慢性疾患児の在宅医
療を推進するための研修会 豊中市医師会2007年
2月,大阪
酒井佐枝子 日本における児童虐待防止への取り組
みの現状 国際看護交流協会平成19年 度アフリカ
母子保健看護管理コース研修2007年10月,大阪
Ull主催学会
1.大 橋一友 第56回QOL研究会 大阪大学中之島セン
ター 平成19年4月21日
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総合ヘルスプロモーション科学講座
1論 文
1.学術 論 文
1.MoonJS,MikamiHDifferenceinsubjective
well-beingbetweenethnicKoreanandJapaneseelderly
residentsinanurbancommunityinJapan.Geriatricsand
GerontologyInternational.7(4):371-379,2007
2.AkiyamaA,NumataK,MikamiHFactorsenabling
homedeathoftheelderlyinaninstitutionspecializingin
homemedicalcare-Analysisofapprehensionofthe
bereavedfamily-GeriatricsandGerontology
International(inpress)
3.Okada_S.OhnoY.NewApproachfortheTime
MotionAnalysisofMedicalStaffinaWardbyVideo
ImageProcessing,SICEsupple,2750-2753,2007.
4.ItoY.,OhnoY.,Rachet,B.,Coleman,M.P.,Tsukuma,
H.,Ohshima,A.CancerSurvivalTrendsInOsaka,
Japan:theInfluenceofAgeandStageatDiagnosis,Jpn.J.
Clin.Oncol.,37,452-458,2007.
5.YamashitaM.,ArakidaM.Reliabilityandvalidityof
theJapaneseversionofStanfordpresenteeismscaleon
femaleemployeesin2Japaneseenterprises.Journalof
OccupationalHealth.2007.(inpress)
6.井 上 智 子,坂 藤 昌 子,東 村 昌 代,福 岡 富 子,阿 曽 洋
子,葉 山 有 香 特 定 機 能 病 院 に お け る 在 宅 療 養 支 援
病 院66(3〕:235-239,2007
7.大 野 ゆ う 子,清 水 佐 知 子,笠 原 聡 壬 中 医 学 の 保 健
看 護 領 域 学 部 教 育 に及 び 大 学 院 教 育 へ の 導 入 の 試 み,
大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌,13{1):19-24,2007
8.大 野 ゆ う 子,清 水 佐 知 子 病 棟 で の 個 体 情 報 管 理 と
lCタグ,情 報 処 理,48〔4):344-348,2007
9.湘 泉 京 子,阿 曽 洋 子,山0,福 島 俊 也 「軽 度
要 介 護 認 定 」 高 齢 者 の う つ に 関 連 す る 要 因 老 年 社
会 科 学28〔4):476～486,2007
1α 三 上 洋,森 雅 樹 片 山 裕 子 西 山 円 プ ラ ン
ル カ ス トDS10%「ア メ ル 」 の 生 物 学 的 同 等 性 試 験,
新 薬 と 臨 床56(9):1524-1534,2007
11.三 上 洋,片 山 裕 子,西 山 円 リ ス ペ リ ド ン 錠lmg
「ア メ ル 」 お よ び リス ペ リ ドン 細 粒1%「 ア メ ル 」 の
生 物 学 的 同 等 性 試 験.新 薬 と 臨 床56(7):986-1005,
2007
12.三 上 洋,石 川 研 介,辻 文 人,吉 岡 隆 之,山 本 章
小 腸 コ レ ス テ ロ ー ル トラ ン ス ポ ー タ ー 阻 害 剤
Ezetimibeとピ タ バ ス タ チ ン と の 薬 物 相 互 作 用 検 討
試 験.臨 床 医 薬23(6):437-450,2007
13.
14.
15.
16
17.
18.
19.
20.
21.
zz.
23.
三上 洋,石川研介,辻 文人,吉岡隆之,山本 章
小腸コレステロール トランスポーター阻害剤
Ezetimibeの薬物動態試験 高齢者及び非高齢者に
おける薬物動態の検討.臨 床医薬23(61:427-435,
zoos
三上 洋,石川研介,辻 文人,吉岡隆之,山本 章
小腸 コレステロール トランスポーター阻害剤
Ezetimibeの薬物動態試験 バイオアベイラビリテ
ィに及ぼす食事の影響の検討.臨床医薬23{6):
417-425,2007
秋山明子,沼 田久美子,三 上 洋 在宅医療専門機
関における在宅での高齢者の看取 りを実現する要因
に関する研究一療養者の遺族を対象とした調査 によ
る検討一 日本老年医学会雑誌44(6}:740-746,
2007
岡田加奈子,葛 西淳子,荒 木田美香子他 養護診断
r心理的な要因が存在する可能性のある状態』の診
断名と診断指標の開発.日 本養護教諭教育学会誌.
10(U:1-18,2007
杉浦圭子,伊 藤美樹子,三 上 洋 家族介護者にお
ける在宅認知症高齢者の問題行動由来の介護負担の
特性 日本老年医学会雑誌44(6}:717-725,2007
埜真由美,荒 木田美香子,大 橋一友 知的障害を持
つ成人男性の性ニーズと性知識に関する調査 発達
障害研究(inpress)
蹴 阿曽洋子,横 田愛子,濱 元佳江,伊 部
亜希,圖遡,小 川雅昭 仙骨部褥瘡の皮膚バ リ
ア機能および ドレッシングとの関連 についての検証
日本褥瘡学会誌9(4):521-527,2007
圖D,阿 曽洋子,伊部亜希,徳 重あ二塞E,D
恵,高 田幸恵ADLの 維持と褥瘡予防を両立させる
ための体圧分散マ ットレスの評価 一マットレス上で
の起き上が り動作時の沈み込み,筋 活動量,動 きや
すさの観点から 一 日本褥瘡学会誌9(1};81-86,
2007
岡遡,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重あ2王,削 ⊥
墓,高 田幸恵,前 田知穂 体圧分散マッ トレスの安
楽性と安全性の評価 一寝心地と端坐位保持中の身体
安定性 一 看護人間工学研究誌7:29-35,2007
西査理恵,荒 木田美香子,白 井文恵 介護者の腰痛
予防への取 り組みと腰痛に対する問題意識一施設管
理者へのインタビューを通 して一 日本地域看護学
会誌9(2}:68-74,2007
笠島亜理沙,荒 木田美香子,白 井文恵 食育におけ
る養護教諭と学校栄養職員の連携状況とその推進要
因の検討 学校保健研究.48〔6〕:521-533,2007
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2.会議 録
1.ArimaS,MikamiHLong-termeffectsofatobacco
educationprograminbaccalaureatenursingprogramsin
Japan8thAsiaPacificconferenceonTobaccoor
HealthAbstracts,119,2007
2.Okada.S.,OhnoY.NewApproachforMedicalWard
MonitoringMethodbyDifferenceImageProcessing,The
internationalConferenceonKanseiEngineeringand
EmotionResearch2007,KEER2007Abstract(CD),
Fukuoka,Japan,2007.
3.TabataN.,Ohno,Y.,MurakamiA.,FurushimaD.,璽
Y.Follow-upti皿erequiredforcureofcancerpatients
usingmixturecuremodelsInOsakaJapan,29thAnnual
MeetingoftheInternationalAssociationofCancer
RegistriesProgrammeandBookofAbstracts,139,2007.
4.Murakami,A.,OhnoY.,Tabata,N.,ShimizuS.The
EstimationoftheCureProbabilitybyMarkovModel,
29thAnnualMeetingoftheInternationalAssociationof
CancerRegistriesProgrammeandBookofAbstracts,107,
2007.
5.Mochimaru,Y.,OhnoY.,Numasaki,H.,Teshima,T.,Ito,
Y.,Tsukuma,H.Trendofintroductionofradiation
therapyforbreastcancertreatmentinOsakaJapan-based
ondatafromOsakacancerRegistry-,The15th
anniversaryofHiroshimaCancerSeminarFoundation
The17thInternationalsymposium,42,2007.
6.葉 山 有 香,根 来 佐 由 美,和 田 恵 美 子,坂 本 雅 代,
井 上 智 子 季 節 の 違 い に よ る 成 人 女 性 の 皮 膚 角 層 水
分 量 の 変 化 と 保 湿 ケ ア の 必 要 性 日 本 看 護 研 究 学 会
雑 誌,30(3),206,2007年
7.岸 井 さ や か,伊 吹 美 保,葉 山 有 香,根 来 佐 由 美,
井 上 智 子 石 鹸 清 拭 に よ り 生 じ る 皮 膚 の 乾 燥 度 の 違
い と 生 活 習 慣 と の 関 係 第38回 日 本 看 護 学 会 抄 録
集(看 護 総 合),7,299,2007年
&伊 吹 美 保,岸 井 さ や か,葉 山 有 香,根 来 佐 由 美,
井 上 智 子 石 鹸 清 拭 後 の 保 湿 剤 の 効 果 的 な 方 法 の 一
考 察 一皮 表 角 層 水 分 量 を 指 標 と し て 一 第38回 日
本 看 護 学 会 抄 録 集(看 護 総 合),7,30U,2007年
9.根 来 佐 由 美,葉 山 有 香,和 田 恵 美 子,坂 本 雅 代,
井 上 智 子 運 動 後 の シ ャ ワ ー の 使 用 と 水 泳 が 皮 膚PH
へ 及 ぼ す 影 響 日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌,30(3),206,
2007年
10.文 鐘 聲,三 上 洋,和 田 泰 三,石 根 昌 幸,奥 宮 清
人,松 林 公 蔵.在 日 コ リア ン ・日 本 人 ・韓 国 在 住 韓
国 人 高 齢 者 に お け るCGAに よ る 比 較 研 究.日 本 老 年
医 学 会 雑 誌44巻 臨 時 増 刊 号90頁,2007年
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.
22.
23.
秋山明子,三 上 洋 在宅死に影響する要因に関す
る検討(第一報}在 宅死亡率80%の在宅医療専門機
関を対象とする調査より.日本老年医学会雑誌、日
本老年医学会雑誌44巻 臨時増刊号98頁,2007年
堤 梨恵,上田美代子,荒木田美香子他.近 畿圏で
働く産業看護職の蓄積重疲労度とス トレス状況の実
態(第1報).産業衛生学雑誌49(2}:70,2007年
杉浦圭子,伊 藤美樹 子,九 津見雅美,三 上 洋
介護保険利用下の介護者における就労継続に関わる
要因の縦断的検討.日 本公衆衛生雑誌 第66回学会
抄録集510頁,2007年
山北順子,九津見雅美,杉浦圭子,伊藤美樹子,三上
洋 介護保険サービス利用者における閉じこもりの
発生頻度とその特徴 日本公衆衛生雑誌 第66回学
会抄録集128頁,2007年
山北順子,九 津見雅美,杉 浦圭子,伊 藤美樹子,
三上 洋 介護保険サー ビス利用者における閉じこ
もりの発生頻度 とその特徴.日 本老年医学会雑誌
44巻臨時増刊号128頁,2007年
矢野祐美子 いきいきと働く中堅看護師のエンパワ
ーメント体験の分析 第11回日本看護管理学会年次
大会講演抄録集,8,177,2007年
小塩篤史,清 水佐知子,長 谷川敏彦 病院顧客満足
度調査研究3年 間の総括,日 本医療マネジメン ト学
会雑誌,8〔11:259,2007年
清水佐知子,長 谷川敏彦 臨床指標ベンチマーク手
法 の 検 討,日 本 医療 マ ネ ジ メ ン ト学 会 雑 誌
8〔1):259,2007年
山口さおり,清水佐知子,長 谷川敏彦 顧客満足度
調査としての職員満足度調査インス トロメンツの開
発 と応用,日 本 医療 マネ ジメ ン ト学 会 雑誌,
8{1}:259,2007年
杉田塩,清 水佐知子,長 谷川敏彦 医療連携施設満
足度調査の開発,日 本医療マネジメン ト学会雑誌,
8(1}:258,2007年
矢山 壮,吹 本 小百合,宜 馬壼 湟王,三 上 洋
大学祭 における禁煙サポー トの実施から見えた大学
生の禁煙に対する意識の実態 第1報 第66回日本
公衆衛生学会総会抄録集,281頁,2007年
吹本小百合,矢 山 壮,宜 鼬E,三 上 洋
大学祭における禁煙サポートの実施から見えた大学
生の禁煙に対する意識 第2報 第66回日本公衆衛
生学会総会抄録集,281頁,2007年
矢山 壮,前 田冴子,谷 川 緑,査馬志湟壬,三 上
洋,嶺岸秀子,田中彰子,千崎美登子,大石八重子,
荻原修代 病院看護師による禁煙支援に関連する要
太文字=教員2重 線=博士単生D三 修土学生 点線三学部生
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24.
25.
26.
27.
2s.
29.
30.
31.
32.
33.
因の検討 第3報 病院看護師による禁煙支援に関
する共分散構造分析 第27回日本看護科学学会 学
術集会講演集,173頁,2007年
溝越あゆみ,安 平真理子,査馬志潼壬,三上 洋
中学生への喫煙防止教育実施と評価 第1報 教育
の実施と内容 ・方法への生徒からの評価 第66回日
本公衆衛生学会総会抄録集,280頁,2007年
安平真理子,溝 越あゆみ,盤,三 上 洋
中学生への喫煙防止教育実施と評価 第5報 比較
研究デザインによる教育効果の検証 第66回日本
公衆衛生学会総会抄録集,280頁,2007年
査馬志淕壬,前 田冴子,矢 山 壮,三 上 洋 病院
看護師による禁煙支援に関連する要因一学部生への
たばこ教育プログラムとの関連一 第66回日本公衆
衛生学会総会抄録集,284頁,2007年
嶺岸秀子,千 崎美登子,松 原康美,田 中彰子,稲 吉
光子,査 馬趨 皇壬,三 上 洋 変化ステージ理論に
基づく禁煙支援を受講した病院看護師の知識と活用
の変化一パイロットスタディ 第21回日本がん看護
学会 学術集会講演集,169頁,2007年
前田冴子,矢 山 壮,谷 川 緑,査 馬志淕壬,三 上
洋,嶺岸秀子,田中彰子,千崎美登子,大石八重子,
荻原修代 病院看護師による禁煙支援に関連する要
因の検討 第1報 禁煙支援や禁煙支援方法に関する
学習経験の現状 第27回日本看護科学学会 学術集
会講演集,172頁,2007
右馬志淕壬,三 上 洋,矢 山 壮,前 田冴子,谷 川
緑,嶺岸秀子,田中彰子,千崎美登子,大石八重子,
荻原修代 病院看護師による禁煙支援に関連する要
因の検討 第2報 禁煙支援の病院間格差に関するマ
ルチレベル分析 第27回日本看護科学学会 学術集
会講演集,173頁、2007
上旦端奈∠も 大野ゆ う子,攤,早 田み ど り
Period法による長崎県がん登録資料を用いた5年 有
病数推計,日本公衆衛生雑誌,54,240,2007年
盥L大 野ゆう子,uiu俚 蘆 ゆ旦,井 岡
亜希子 乳がん治療における放射線治療導入の状況
～大阪府がん登録に基づく分析～,日本公衆衛生雑
誌54,239-240,2007年
箇丑査奈,大 野ゆう子,旦趣 清水佐知子,」囲壅
魁L,井 岡亜希子 大阪府における小児がん受療に
関する罹患の地域差の現状把握,日本公衆衛生雑誌,
54,240,2007年
志岐直蓑,大野ゆう子,田 端奈彑,清 水佐知子,俚藤
魁L井 岡亜希子 大阪府における子宮がん患者の
地域別生存率と患者動向に関する研究,日 本公衆衛
34.
35.
36.
37.
生雑誌54,240,2007年
立浩祥,杉 田義郎,菊 池大晴,熊 ノ郷卓之,石 井康
喜,山 二E麸,荒 木 田 美 香 子,守 山 敏 樹
Presenteeismの概念を用いた大学新入生の精神 ・身
体的健康度の予備的実態調査研究CAMPUSHEAL丁H.
44(3):82,2007
虫谷躄,山 北順子,杉浦圭子,九 津見雅美,伊 藤
美樹子,三 上 洋 介護保険制度改正に伴い新 しく
要支援2に 認定されたことによる困難に関する実態
調査 日本公衆衛生雑誌 第66回学会抄録集498頁,
2007年
森上租 恵,松浦治代,三上 洋 鳥取県西部地震被
災高齢者の生活力量に関する研究 被災3年後独居
高齢者の生活から.日本公衆衛生雑誌第66回学会抄
録集333頁,2007年
虫谷安寿,山 北順子,九津見雅美,杉浦圭子,三 上
洋 介護保険改正にともなう介護予防通所系サー ビ
スの選択的サービス利用状況.日 本老年医学会雑誌
44巻臨時増刊号98頁,2007年
3.研究報告
1.阿 曽洋子,井 上多鶴子,塚 田邦夫,矢 口美恵子,
伊藤美智子,岡 本泰岳,真 田弘美,竹 田和博,沼 田
美幸,大 浦武彦 訪問看護ステーションにおける褥
瘡患者の実態一在宅医療委員会実態報告1-,日本褥
瘡学会誌,9(1):103-108,2007
z.
3.
4.
5.
6.
7.
三上 洋,伊 藤美樹子,杉 浦圭子,山 北順子,虫 谷
安麦 東大阪市居宅介護サービスの利用に関するア
ンケー ト調査報告書 平成19年3月
三上 洋,伊 藤美樹子,杉 浦圭子,九 津見雅美
東大阪市居宅介護サービス利用者3年 縦断アンケー
ト調査報告書 平成19年3月
荒木田美香子 生活習慣病予防における効果的な保
健指導技術に関する研究.平 成18年度厚生労働科
学特別研究.総括研究報告書(主 任研究者金川克子)
115-122頁、2007年
荒木 田美香子(代 表),河 野啓子,由 田克士他
職域保健における効果的な保健指導事例に関する検
討会報告書 平成18年度地域保健総合推進事業 日
本公衆衛生協会2007年
吉田勝美,荒 木田美香子,津 下一代他 平成19年
地域 ・職域連携推進事業ガイ ドライン検討会報告書
厚生労働省
宜嶋正壬,阿 曽洋子,井 上多鶴子,塚 田邦夫,矢 口
美恵子,伊 藤美智子,岡 本泰岳,真 田弘美,竹 田和
博,沼 田美幸,大 浦武彦 訪問看護ステーションに
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おける褥瘡患者の実態一在宅医療委員会実態報告2
一 日本褥瘡学会誌9〔4〕:546-553,2007
4.大学 ・研究所等の報告
1.大 野ゆう子 がん専門病院における病棟機能の年間
稼働能力の変化と患者相談業務,統 計数理研究所共
同研究 リポー ト202:13-20,2007
2.現 代GPワーキングメンバー(阿曽洋子,久米弥寿子,
荒木田美香子,伊 藤美樹子,屋ノD由 紐,藤 原千
恵 子,永 井利 三郎,新 田紀枝,遠 藤淑美,他)
大阪大学現代教育ニーズ取 り組み支援プ ログラム
「親 と子の心を支援できる人材育成教育の構築」
平成18年度報告書2007.3
3.和 泉京子,阿 曽洋子,津 村智恵子,上 野昌江,辿 杢
D厚 生労働科学研究費補助金(長 寿科学総合研
究事業)要 介護認定における要支援及び要介護1の
要介護度の推移の状況とその要因からみた介護予防
プログラムの開発に関する研究(H17一長寿一〇24)
平成18年度総括研究報告書(主任研究者:和泉京子),
2007
4.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書:要介護度の推移の状況
とその要因からみた介護予防対策 に関する研究一1
年後の要介護認定結果から一,86頁,2007
5.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一平成18年度2年 後の
要介護度調査の概要一50頁2007
6.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一池田市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
7.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一泉佐野市における平成
18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
&和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一茨木市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
9.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一大阪狭山市における平
成18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
10.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一貝塚市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
11,和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一門真市 における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
12.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一河南市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
13.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一河内長野市における平
成18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
14.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一泉南市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
15.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一太子町における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁200ア
16.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一高石市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
17.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一田尻町における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
18.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一千早赤阪村における平
成18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
19.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一豊中市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
20.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一豊能町における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
21.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一羽曳野市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
22.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一阪南市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
23.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一岬市における平成18
年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
24.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一箕面市における平成
18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
25,清水佐知子 タイムスタデ ィに基づく業務運営アセ
スメントについてのレビュー,統計数理研究所共同
研究 リポー ト202:5-12,2007
26.徳重あ2王,阿 曽洋子,伊 部亜希,圖 塾ゆ豈,弖 辿
恵,宜 嶋正壬,丞工慈王 健康高齢者における大脳
と自律神経活動か らみた坐位姿勢の有効性の検証
平成18年度(第17回)研究助成 ・事業助成報告書,
財団法人フランスベッド・メディカルホームケア研
究 ・助成財団,161-201,2007
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27.a:査 奈,大 野ゆ う子,伊 藤ゆ彑,清 水佐知子,旦
端奈 彑,越 野△重美 小児 がん医療 需給 の地域 公平
性 に関す る研 究,統 計 数理研 究所共同研 究 リポー ト
202:21-34,2007
28,志岐直美,大 野ゆ う子,攤L,坦 端 奈彑,宣 島
去資,清 水佐知子 子 宮が ん治療 における患者 一受
診医療施設及 び提供 医療 レベル の地域 間検討,統 計
数理研究所共 同研 究 リポー ト202:35-50,2007
5.解説 ・総説
1.阿 曽洋 子,矢 野 祐 美 子,宜 蝗 正王,石 渥 美 畳 呈
褥瘡予防 の看護研 究 医学書 院40(6):7-18,2007
2.三 上 洋 【医薬 品副作用学】 副作用総論 特殊例
へ の対応 高齢者 日本 臨牀65(増刊8):42-47,
2007
3.三 上 洋 肥 満 高血 圧 と交感 神経 血圧14(6):
590-591,2007
4.三 上 洋 睡 眠 時 血 圧 とQOL血 圧14〔6}:
596-597,2007
5.三 上 洋 労 働ス トレス と高 血圧 血圧14(7):
684-685,2007
6.三 上 洋 コエ ンザ イ ムQ10の 降 圧 効果 血 圧
14(8):760-761,2007
7.早 川和生 予防看護学研究の現在;北 欧 にお ける進
展 を例 に、看護研究、40(6):3-6,2007.
8.早 川和 生,菊 池 宏幸,屋 ∠丑 美血 紀,林 知里,
西原 玲子 双子老人2,500組の追跡健康調査か らみ
た知的能 力の老化 に関与する ライ フス タイル要因の
研 究、大 和証券ヘルス財団研究助成 報告書第30集 、
106-115,2007.
9.早 川和生 予防看 護学の進 展、看護研究 、40{6〕:2,
2007
10.荒木 田美香子,森 毋理江,奥 山絢子,太 堊里香,笠
」彑_恵 特定保健指 導の質 の評価方法 に関す る提案.
月刊地域保健.38(12)〔inpress),2007
11.荒木 田美香 子,森 且 理.江,太盥 標 準 的な健
診 ・保健 指導 プログ ラムをど う生かす 一大切な のは
エ ビデ ンスの蓄積.月 刊地域保健.38(6}:36-43,
2007
12,永井利三郎,荒 木田美香子,伊 藤 美樹 子 他 子 ども
の こ ころ のひずみ の科学 的分析 子 ど もの心 の発達
に支援で きる人材育成 をめ ざす新 しい学部教育の試
み.脳21.10(23}:237-43,2007
13.荒木 田美 香子,永 井 利三郎,奥 野裕王,遠 藤淑美,
酒井佐 枝子 欧米 の軽度発達障 害児支援視察 リポ ー
ト1.健 康な こども.419,4-5,2007
14.荒木 田美 香子,永 井利 三郎,奥 野 裕王,遠 藤 淑美,
酒井 佐枝子 欧米の軽度 発達障害児支援視察 リポー
トll.健 康な こども.420,4-5,2007
15.荒木 田美香 子,永 井利三 郎,奥 野裕 王,遠 藤 淑美,
酒井佐枝 子 欧米の軽度発達 障害児支援視察 リポー
トm.健 康な こども.421,4-5.2007
16.荒木 田美香 子,永 井利三郎,奥 野 裕王,遠 藤淑 美,
酒井佐枝 子 欧米の軽度発達 障害 児支援視察 リポー
トIV.健 康な こども.422.4-5.2007
17.荒木 田美香 子,永 井 利三郎,奥 野盗 王,遠 藤淑 美,
酒井佐枝 子 欧米の軽度発達障害児支 援視察 リポ ー
トV.健 康な こども.423.4-5.2007
6.その他
1.早 川和生 テ レビ出演:NHK教 育テ レビ 「サイエ
ンスZERO:ふ た ご研究の最前線:遺 伝 と環 境の
秘密」2007
z.
3.
4.
早川和生 テ レビ出演:モ バ イルNHK,「 ふた ご研
究」2007
荒木 田美香子 月刊地域保健.Webサ イ トコラム
「保健 師の ビタミン」連載 産業保健の世界.2007
年11月14日 ～2008年1月23日
http://www.chiikihoken.net/
矢野祐 美子 編入学合格 を 目指 して 全国助産 師 ・
保健 師学 校入試 問題集2007年11月8-10頁
II著書
1.一般著書
1.早 川和生 保健師国家試験問題解説2008メディッ
クメディア2007
2.荒 木田美香子(共著),星 旦二監修 保健師国家試
験問題2008年メディカ出版2007
3.荒 木田美香子(共 著),星 旦二監修2008年保健
師国家試験予想問題集 メディカ出版2007
4.宜 馬趨 地 域看 護 学1[1～IV星 旦 二編
2008年出題基準別保健師国家試験問題 メディカ出
版,2007
2.専門著書
1.早 川和生 第13章 ・論文構成とまとめ方in小 笠
原知枝,松 木光子編 これからの看護研究 基礎と
応用 ヌーヴェル ヒロカワ2007
z.早 川和生 「脱毛」・「白髪化」 一卵性双生児にみ
られる変化inrい のち ・ひと ・夢;み んなで考え
る医学と医療」Newton社2007
3.金 川克子,早 川和生監訳 コミュニティー ・アズ ・
パー トナー:地域看護学の理論と実際(第2版)医
学書院2007
4.荒 木田美香子 性教育,初 経,二次性徴 性感染症,
太文字e教員2重 線三博土堂生]盤 生 点線≡棠部生
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保健室登校,精 通現象 日本小児看護学会監修.
小児看護学事典.2007
3.教科書
1.荒 木田美香子 学校保健/看 護 産業保健/看 護
(福島道子編 地域看護学2)オ ーム社 東京
2007.
m招 聘講演 ・シンポジウム等
1.国際学会 な し
2.国内学会
1.
2.
3.
荒木田美香子 産業看護活動における労働者の健康
情報の保護 教育講演 近畿産業保健学会2007年
11月,京都市
荒木田美香子,衛藤 隆 第54回日本学校保健学会
シンポジウム:ヘ ル シースクール ー世界の潮流 一
座長2007年9月,市 川市
宮嶋正子,阿 曽洋子,井 上多鶴子,塚 田邦夫,矢 口
美恵子,伊 藤美智子,岡 本泰岳,真 田弘美,竹 田和
博,沼 田美幸,大 浦武彦 ランチョンセミナー 訪
問看護ステーションにおける褥瘡患者の実態 第9
回日本褥瘡学会学術集会2007年9月,群 馬
iv学会一般演題
1.国際学会
1.
z.
3.
4..
5.
KyokoIzumi,AsoYPhysical,Psychologicaland
SocialFactorsAssociatedwiththeDegreeofAssistance
RequiredduringDailyLifebyFrailElderlyIndividuals
inJapan:A12-MonthFollow-upStudy,ICN's
InternationalConference,2007,May-June,Yokohama
KyokoIzumi,AsoYFactorsrelatedtothehomebound
offrailelderlypeopleinJapan:Studywith12month
follow-up8thAsia/OceaniaRegionalCongressof
GerontologyandGeriatrics,2007,0ctober,Beijing
Kyokolzumi,AsoY,YamamotoMFactorsrelatedto
carelevelafterlyearforinfirmelderlyndividualsin
Long-termCareInsuranceinJapan,accordingtothetype
offamilystructureThels`KOREA-JAPANJoint
ConferenceonCommunityHealthNursing,
2007,November,Korea
KusanoE.,OnoM.,HayakawaKCharacteristicsof
MotherswhoParticipatedinParentingSupportActivities
ProvidedbyElderlyPeople,TheFirstKorea&Japan
JointConferenceonCommunityHealthNursing,Seoul,
2007.
HayashiC,HayakawaK,OnoiM,NishiharaR,AmouY
RelationshipBetweenTwinLanguage,Twin'sBondand
6.
7.
8.
9.
10.
ti.
12.
13.
14.
15.
16.
SocialCompetence.The12thInternationalCongresson
TwinStudies,Ghent,2007
ArakidaM,Moon-HeeJung,SatokaOawa,Toshiko
Otsuka,MikuYamashitaExaminationofcurrentstate
ofpresenteeisminJapaneseworkersinscompanies.18th
Japan-China-KoreaJointConferenceonOccupational
Health.May,2007.NagoyaCity.
ArakidaM,MikuYamashita,ToshikoOtsuka,
Moon-HeeJungExaminationofcurrentstatefor
presenteeisminJapaneseworkersin5companies.第i
回 日 韓 地 域 看 護 学 会 共 同 学 術 集 会.2007.Seoul.
A血 囮_S,MikamiHLong-termeffectsofatobacco
educationprograminbaccalaureatenursingprogramsin
Japan8thAsiaPacificconferenceonTobaccoor
Health.Taipei,Taiwan,2007
NishiharaR,HattoriR,KobayashiY,HayakawaK
FamilyEnvironment,ParentingAnxietyandChildhood
DevelopmentofTwinsasComparedtoSingletons.12th
InternationalCongressonTwinStudies,Ghent,2007
MiwaYamamoto,KyokoIzumi,AsoYEthical
dilemmasfacingJapaneseFemalenursesregardingthe
careofelderlypatients,ICNconferenceandCNR,2007,
May-June,Yokohama
MiwaYamamoto,ChiyukiRyugo,AsoYTHE
EFFECTSOFETHICALDILEMMASREGARD-NG
THEUSEOFPHYSICALRESTRAINTS-N
ELDERCAREONFEMALENURSESWHOCARE
FORTHEIRRELATIVES,8ihlnternationalfamily
nursingconference,2007,December,Thailand
MiwaYamamotoAsoYCopingwithdilemmaas
amongfemalenursescaringForpatientswithdementia,
InternationalPsychogeriatricassociation25`hanniversary
silvercongress,2007,0ctober,Osaka
MiwaYamamoto,KyokoIzumi,AsoY
RELATIONSHIPBETWEENCOGNITIONAND
ACTIVITIESOFDAILYLIV-NG-NELDERLY
WOMENWITHMILDCOGNITIVEIMPAIRMENT,
The151koreaJapanjointconferenceoncommunityhealth
nursing,2007,November,Korea
ToshikoOtsuka,ArakidaMHealthcaremeasuresfor
promotingsmokingreduct onamongJapanesehigh
schoolstudent.ICNConference2007.Yokohama
AsamiE,HayakawaKSIeep-wakePatternsofTwins
andtheirmothersinthePostpartumPeriod.The12th
InternationalCongressonTwinStudies,Ghent,2007
CaiY,HayakawaK,OnoiM,KadotaKGeneticand
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17.
18.
19.
EnvironmentalFactorsAffectingtheLifeSatisfaction
LevelsinLaterAdulthood;ATwinStudyinJapan.The
12thInternationalCongressonTwinStudies,Ghent,
2007
aiY,HayakawaK,OnoiM,KadotaKGeneticand
EnvironmentalFactorsAffectingtheLifeSatisfaction
LevelsinLaterAdulthood;TwinStudyinJapan,Beijing,
zoos.
McQUmlTakeuchi,MikuYamashita,ArakidaM
Examinationoffactorsrelatedtomentalqualityoflife
amongworkingwoman.18thJapan-China-KoreaJoint
ConferenceonOccupationalHealth.May,2007.Nagoya
City
ChiakiOkamoto,KyokoSano,MichiyoShirakawa,Miku
Yamasita,OawaRika,MegumiTakeuchi,KyokoFukami,
ArakidaM.Factorspromotinghealthmanagementin
smallscaleenterprises-Fromtheviewpointofsocial
capital-.18thJapan-China-KoreaJointConferenceon
OccupationalHealth.May,2007.NagoyaCity.
20.SaikiS,HayakawaK,OnoT,SumidaH,TabuseK
RelationshipBetweenObesity,Hypertension,Tapping
SpeedandtheDeclineofCognitiveAbilitiesinAged
Twins.The12thInternationalCongressonTwinStudies,
Ghent,2007
21.OnoT,HayakawaK,NishiharaR,ShimizuM,Hanafusa
ALifestyleFactorsAffectingtheIntrapairDifferences
ofCognitiveDeclineinAgedIdenticalTwins.The12th
InternationalCongressonTwinStudies,Ghent,2007.
22.KadotaK,HayakawaK,DoiS,KanamoriM,Ca_Y
FactorsAffectingtheIntrapairDifferencesofTelomere
LengthinAgedIdenticalTwins.The12thInternational
CongressonTwinStudies,Ghent,2007
2.国 内 学 会
1.和 泉 京 子,阿 曽 洋 子 「介 護 保 険 に お け る 「軽 度 認
定 者 」 の1年 後 の 要 介 護 度 別 に み た 重 度 化 の 要 因 」
第66回 日本 公 衆 衛 生 学 会 総 会2007年10月,愛 媛
2.文 鐘 聲,三 上 洋,和 田 泰 三,石 根 昌 幸,奥 宮 清
人,松 林 公 蔵 在 日 コ リ ア ン ・ 日本 人 ・韓 国 在 住 韓
国 人 高 齢 者 に お け るCGAに よ る 比 較 研 究.第49回
日 本 老 年 医 学 会 学 術 集 会2007年6月,札 幌 市
3,松 田 葉 子,三 上 洋,服 部 律 子,林 知 里,早 川 和
生ITPA(lllinoisτestofPsycholinguistic
Abilities}を用 い た 双 生 児 乳 幼 児 に お け る 聴 力 言
語 理 解 能 力 の 総 合 的 評 価 、 第1回 日 本 乳 幼 児 保 健 学
会2007年,東 京
4.秋 山 明 子,三 上 洋 在 宅 死 に 影 響 す る 要 因 に 関 す
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
る検討{第一報〕 在宅死亡率80%の在宅医療専 門機
関を対象とする調査より 第49回 日本老年医学会
学術集会2007年6月 札 幌市
林 知里,早 川和生,屋 ∠丑差 由紀,前 田知穂,
西原玲子,小 林葉子,天 羽幸子 ツインランゲージ
と双生児の親密性、社会適応の関係、第21回日本双
生児研究学会2007年,和光市
菊池宏幸,加 藤憲司,早 川和生,屋 ∠繼 缸紀,
林 知里,1丑田憲亮,蔡 」 ≡E双 子高齢者のべァ
内比較からみた認知能力の低下に寄与する環境因子
に関する研究、第21回 日本双生児研究学会2007
年,和光市
早川和生,横 山美江,加 藤則子 多胎児を産み育て
る家庭への保健サービスを考える、第66回日本公衆
衛生学会2007年,松山市
早川和生 いのち ・ひと ・夢:一 卵性双生児に見ら
れる変化,第27回 日本医学会総会,展 示,2007
荒 木 田 美 香 子,嶇 塞一SPS(Stanford
PresenteeismScale)日本語版の信頼性と妥当性の
検討 第2報 一8事業所の結果の概要一 第80回日
本産業衛生学会2007年5月,大 阪市
荒木 田美香子,太 紐 就労者の蓄積疲労状況と
その予測要因と労働生産性一1企業における縦断調
査一 第66回日本公衆衛生学会2007年10月,松
山市
荒木 田美香子,西 觀 佐藤潤,綾 部明江 特別
養護老人ホームに勤務する介護職の腰痛予防行動に
与える職場環境要因の検討一第二報 第10回 日本
地域看護学会2007年,横須賀市.
杉浦 圭子,伊 藤美樹 子,九 津見雅 美,三 上 洋
介護保険利用下の介護者における就労継続に関わる
要因の縦断的検討 第66回 日本公衆衛 生学会
2007年10月,松山市
山北順子,九 津見雅美,杉 浦圭子,伊 藤美樹子,
三上 洋 介護保険サービス利用者における閉じこ
もりの発生頻度とその特徴 第66回 日本公衆衛生
学会2007年10月,松山市
溝田友里,九 津美雅美,山 崎喜比古,伊 藤美樹子,
井上洋士,清 水由香,若 林チヒロ,濱松渓子,望 月
美栄子,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤智巳,藤原良次
薬害HIV感 染が血友病患者のその後の人生の発達
課題の達成におよぼした影響 第66回 日本公衆衛
生学会2007年10月,松山市
九津見雅美,溝 田友里,山 崎喜比古,望 月美栄子,
伊藤美樹子,井 上洋士,清 水由香,関 由起子,楠 永
敏恵,八巻知香子,大平勝美,小山昇孝,後藤智巳,
太文字=教 員
64一
2軍線e博士学生]遡 差生 点線三学部生
大阪大 学看 護学雑誌VoL14No.1(2008)
藤原良次 薬害 田V感染患者とその妻の挙子の現状
と挙子意向.第66回 日本公衆衛生学会2007年10
月,松 山市
16.山崎喜比古,溝 田友里,九 津見雅美,井 上洋士,
関由起子,戸 ヶ里泰典,望 月美栄子,伊 藤美樹子,
清水由香,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤智巳,藤原良
次 薬害 田v感染生存患者の最近7年 間の健康と生
活の変化及び主観的健康面の変化の関連要因.第66
回日本公衆衛生学会2007年10月,松山市
17,井上洋士,山 崎喜比古,溝 田友里,清 水 由香,
伊藤美樹子,関 由起子,若 林チヒロ,戸 ヶ里泰典,
横山由香里,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤智己,森 戸
克則 薬害 田V感染患者の追跡的研究(第1報)健
康と生活面の変化の様相と主観的健康変化の要因
第21回日本エイズ学会学術集会2007年11月,広
島市
18.山崎喜比古,井 上洋士,溝 田友里,清 水由香,伊 藤
美樹子,関 由起子,若 林チ ヒロ,戸 ケ里泰典,横 山
由香里,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤智己,森戸克則
薬害 田V感染患者の追跡的研究(第2報)ス トレス
対処能力SOCの関連要因および効果.第21回日本エ
イズ学会学術集会2007年11月,広島市
19.清水由香,井 上洋士,溝 田友里,山 崎喜比古,関 由
起子,若 林チヒロ,八巻知香子,伊 藤美樹子,大 平
勝美,後 藤智己,小 山昇孝,森 戸克即 薬害 田V感
染被害の生存患者の母親 ・父親が経験した生活の影
響と支援ニーズ:2005年の全国調査から 第21回
日本工イズ学会学術集会2007年11月,広島市
20.伊藤美樹子,山 崎喜比古,清 水準一 薬害HlV感染
が患者の家族 に与えた影響:きょうだいの経験から.
第27回日本看護科学学会学術集会2007年12月,
東京都
21.矢野祐美子 いきいきと働く中堅看護師のエンパワ
ーメン ト体験の分析 第11回 日本看護管理学会年
次大会2007年8月,高 知市
22,奥山絢子,佐 々木美奈子,菅 田勝也 看護師のイン
シデ ント報告と院内の事故防止活動との関連.第11
回日本看護管理学会年次大会2007年8月,高 知市
23.奥山絢子 裁判で問題となった看護記録の記載内容
一過去10年 間の判例調査と具体例の紹介 医療事
故 ・紛争 対応研究会 第二回年 次カ ンファ レンス
2007年12月,東京都
24.前田冴子,矢 山 壮,谷 川 緑,査 馬志淕壬,三 上
洋,嶺岸秀子,田中彰子,千崎美登子,大石八重子,
荻原修代 病院看護師による禁煙支援に関連する要
因の検討 第1報 禁煙支援や禁煙支援方法に関す
る学習経験の現状 第27回 日本看護科学学会学術
集会2007年12月
25.蠱,三 上 洋,矢 山 壮,前 田冴子,谷 川
緑,嶺岸秀子,田中彰子,千崎美登子,大石八重子,
荻原修代 病院看護師による禁煙支援に関連する要
因の検討 第2報 禁煙支援の病院間格差に関する
マルチレベル分析 第27回 日本看護科学学会学術
集会2007年12月,東京都
26.矢山 壮,前 田冴子,谷 川 緑,右盥,三 上
洋,嶺岸秀子,田中彰子,千崎美登子,大石八重子,
荻原修代 病院看護師による禁煙支援に関連する要
因の検討 第3報 病院看護師による禁煙支援に関
する共分散構造分析 第27回 日本看護科学学会学
術集会2007年12月,東京都
27.矢山 壮,吹 本小百合,宜 馬趨,三 上 洋
大学祭 における禁煙サポー トの実施から見えた大学
生の禁煙に対する意識の実態 第1報 第66回日本
公衆衛生学会2007年10月,松山市
28.吹本小百合,矢 山 壮,宜 馬趨E,三 上 洋
大学祭における禁煙サポー トの実施から見えた大学
生の禁煙に対する意識 第2報 第66回日本公衆衛
生学会2007年10月,松山市
29.溝越あゆみ,安 平真理子,右 馬志淕王,三 上 洋
中学生への喫煙防止教育実施と評価 第1報 教育
の実施と内容 ・方法への生徒からの評価 第66回日
本公衆衛生学会2007年10月,松山市
30.安平真理子,溝 越あゆみ,宜 驪 塾壬,三 上 洋
中学生への喫煙防止教育実施と評価 第2報 比較
研究デザインによる教育効果の検証 第66回 日本
公衆衛生学会2007年10月,松山市
31,宜馬志淫壬,前 田冴子,矢 山 壮,三上 洋 病院
看護師による禁煙支援に関連する要因一学部生への
たばこ教育プログラムとの関連一 第66回日本公
衆衛生学会2007年10月,松山市
32.嶺岸秀子,千 崎美登子,松 原 康美,田 中彰子,
稲吉光子,0志 淕壬,三 上 洋 変化ステージ理
論に基づく禁煙支援を受講 した病院看護師の知識 と
活用の変化一パイロットスタディ 第21回 日本がん
看護学会2007年2月,東 京都
33.西原玲子,服 部律子,小 林葉子,早 川和生 双生児
の母親の育児不安の特徴;育 児が子どもに与える影
響 第21回日本双生児研究学会2007,和光市
34.和泉京子,0盒,阿 曽洋子 「軽度要介護認定」
高齢者の要介護度の推移の状況とその要因」 第49
回日本老年社会科学会大会2007年6月,札 幌市
35.和泉京子,山 杢羨輸,阿 曽洋子 介護保険における
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「軽度認定者」の排泄の失敗が1年 後の要介護度の
推移等に及ぼす影響 第10回 日本地域看護学会学
術集会2007年7月,横 須賀市
36.和泉京子,山0,阿 曽洋子 介護保険における
「軽度認定者」の転倒が1年 後の要介護度の推移等
に及ぼす影響 第27回 日本看護科学学会学術集会
2007年12月,東京
37.肱 恵,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重あ二塑E,D
D,胡_静 シムス位ポジショニングを用いた
高齢者への 自然排便を促す援助一腸蠕動運動の変化
一 第12回日本老年看護学会学術集会2007年11
月,神 戸市
38,腫 阿曽洋子,伊 部亜希,徳 重,y,
置塑ゆ豈,丞 杢L静 腸蠕動か らみたシムス位ポジ
ショニングによる自然排便への可能性の検証 第27
回日本看護科学学会学術集会2007年12月,東京
39.徳重あ⊇王,阿 曽洋子,伊 部亜希,岡 塾ゆ豈,苴 山
墓,高 且圭恵,前 田知穂,丞 工慈ヨ三 健康な高齢者
におけるベッ ド上坐位姿勢の角度の違いによる自律
神経活動の比較 日本人間工学会第15回 システム
大会2007年3月,八 王子市
40.山D盒,阿 曽洋子 認知症高齢者への身体的抑制
時について一般病棟勤務女性看護師が抱 くジレンマ
コーピング因子の検討 日本看護科学学会学術集会
2007年12月,東京
41.大塚敏壬,荒 木田美香子 喫煙防止に関する環境整
備が高校生の喫煙行動及び喫煙意思に与える影響の
検討 第66回日本公衆衛生学会2007年10月,松
山市
42.埜真由美,荒 木田美香子 知的障害をもつ保護者の
性支援に関する調査～子 どもの性指導にむけた保護
者の支援希望の実態～ 第42回 日本発達障害学会
2007年8月,山口市
43.魅真血 差,荒 木 田美 香子,岩 本哲 志,林 田雅文
知的障害者における性教育効果の検討 「自分の身体
を守る」知識 ・スキル学習 第20回日本発達障害支
援システム学会2007年12月,横浜市
44.浅見恵梨壬,井 上京子,末 原則幸,早 川和生 母乳
哺育に成功した双生児の授乳状況に関する症例報告
第21回日本双生児研究学会2007年,和光市
45.蔡二洋堊,早 川和生,胆 田憲亮,菊 池宏幸,屋 ∠丑
蓑由紀 高年齢双生児における人生満足度に関与す
る要因の研究、第21回 日本双生児研究学会2007
年,和 光市
46.屋ノD由 紀,前 田知穂,早 川和生 双生児におけ
る初語の時期の関連要因と正確形成への影響の研究、
47.
48.
49.
50.
51.
52.
53.
54.
55.
第10回日本地域看護学会2007年,横須賀市
且丸朋呈,阿 曽洋子,阪.:,.._..,西 尅王
隹 作業姿勢か ら見た患者移動動作の看護者への負
担の違 いについて 第15回 看護 人間工 学部会
2007年9月,札幌市
山工.:,荒 木 田美香子StanfordPresenteeism
ScaIe日本語版の信頼性と妥当性の検討第1報一2企
業の検討から一 第80回 日本産業衛生学会2007
年5月,大 阪市
西査理恵,荒 木田美香子,佐藤 潤,綾部明江 特
別養護老人ホームに勤務する介護職の腰痛予防行動
に'与える職場環境要因の検討 第10回 日本地域看
護学会2007年,横須賀市
虫 谷盤,山 北順子,杉 浦圭子,九 津見雅美,伊 藤
美樹子,三 上 洋 介護保険制度改正に伴い新 しく
要支援2に 認定されたことによる困難に関する実態
調査.第66回 日本公衆衛生学会2007年10月,松
山市
査上Y,__,松浦治代 三上 洋 鳥取県西部地震被
災高齢者の生活力量に関する研究 被災3年 後独居
高齢者の生活から.第66回 日本公衆衛生学2007
年10月,松山市
佐伯志穂,早 川和生 中高年の一卵性双生児におけ
る肥満 ・高血圧の同胞間差異と知的機能の関連性、
第66回日本公衆衛生学会2007年,松山市
太野聟代,早 川和生 高齢双生児の同胞間比較から
みた認知機能低下のペア内差異と環境要因の関連性、
第66回日本公衆衛生学会2007年,松山市
盟田患亮,早 川和生 中高年双生児における聴力の
同胞間差異と認知機能 第66回 日本公衆衛生学会
2007年,松山市
虫谷璧,山 北順子,九 津見雅美,杉 浦圭子,三 上
洋 介護保険改正にともな う介護予防通所系サービ
スの選択的サービス利用状況 第49回 日本老年医
学会学術集会2007年6月,札 幌市
V受 賞 なし
Vl特許 なし
W共 同研究 ・外部資金
1.タ イムスタディ等の定量的な検討を踏まえたがん医
療における専門スタッフの効果的な配置や支援のあ
り方に関する研究 大野ゆう子 平成19年 度厚生
労働科学研究費補助金がん臨床研究事業,2007年
2.医 療サプライチェーンとしての大学附属病院の運営
評価方法:業 務量調査を基盤 として 大野ゆ う子
科学研究費補助金 基盤研究B2007年
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3.仰 臥位か ら座位への姿勢変化がもた らす脳活動から
みた看護援助の検証 阿曽洋子(代表),矢野祐美子,
新田紀枝,細 見明代,和 泉京子,山 本美輪,伊 部亜
希,科 学研究費補助金 基盤研究C2007年
4.褥 瘡発生に関わる実証的研究 阿曽洋子(研 究 リー
ダー),羽賀知行,伊部亜希,宜嶋正 壬,石澤美保王,
高田幸恵,安 川博隆,吉住達也,大 塚健二,産 学共
同シーズイノベーション化事業 顕在化ステージ
2007年
5.要 介護認定における要支援及び要介護1の 要介護度
の推移の状況 とその要因からみた介護予防プログラ
ムの開発に関する研究 和泉京子(代表),阿曽洋子,
津村智恵子,上野昌江,山杢美輸 厚生労働科学研
究費補助金(長寿科学総合研究事業)2007年
6.嶺 岸秀子(代 表),稲吉光子,久保五月,平 田香織,
三上 洋,右馬志淕壬 変化ステージ理論に基づく
禁煙支援の看護教育 ・実践 に導入するモデル作成
文部科学省研究費補助金(基 盤研究C)2007年
7.早 川和生(代表),星∠D由 紀 乳幼児期における
双生児言葉(宇 宙語)現 象の発生予防とファミリー
ケアの研究,文 部科学省科学研究費補助金(萌 芽)
2007
8.早 川和生(共 同研究),新小田春美(代 表)夜 型社
会 における子どもの睡眠リズムにおける心身発達の
前方視的研究と介入法に関する研究、厚生労働省厚
生科研,2007
9.荒 木 田美香子(分 担研究)山 縣然太郎(代 表)
平成19-21年度厚生労働科学研究補助金(子 ども家
庭総合研究事業)健 やか親子21を推進するための
母子保健情報の利活用および思春期やせ症防止のた
めの学校保健との連携によるシステム構築に関する
研究
10.荒木田美香子(分 担研究)平 成17-19年度文部科
学研究費補助金(基 盤研究C)保 健室における養護
教諭の初期対応に関する養護診断の開発
11.荒木田美香子(研究代表)平 成19年度労働問題に
関する研究助成 健康状態の労働生産性への影響測
定尺度一日本語版StanfordPresenteeismScale一の
標準化に関する研究
12.荒木田美香子(共 同研究)麻 原きよみ(代 表).
保健師基礎教育における技術項 目と卒業時の到達目
標 に関する研究 平成19年 度厚生労働科学研究費
補助金(厚生労働科学特別研究事業)
13.健康高齢者と長期臥床高齢者の温度伝導率に基づく
褥瘡発生予測ツールの開発 伊部亜希 若手研究
(スター トアップ)2007年
14.
15.
臨床実習連動型シミュレーション集中トレーニング
法による面接教育プログラムの開発 矢野祐美子
(代表)科 学研究費補助金 基盤研究C2007年
盤 看護師による禁煙支援の実践とその効
果の検証 文部科学省研究費補助金(若手研究B)
2007年
Wll主催学会
1.
1.
z.
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
なし
病院看護部
原著
糀 桂子,田 墨惠子,松 村奈津子,近 藤礎,水 木満
佐央 インフユーザーポンプを使用した在宅肝動注
化学療法インシデント・サーベイランス 癌と化学
療法 第34巻 第13号 癌と化学療法社
誌上発表
鍋谷佳子 ここまでできる!サ ーベイランスの効果
尿道留置カテーテル関連尿路感染サーベイランス
INFECTIONCONTROLVOL.16Notp.36-40メディ力
出版
藤原優子:糖 尿病足病変とフットケア、臨床看護、
Vo1.33,Nol,p59-65,2007
鍋谷佳子 特集 「"本当にこれでいいの?"に答える
MRSAの基本対策再チェック!」MRSA患者への看護処
置 ・ケア 消毒 ・滅菌 ・清掃の具体策 エキスパ
ー トナース2007年10月号 照林社
鍋谷佳子 第9回 日本感染管理ネッ トワーク研修会
実践報告 「施設内での改修工事 における感染管理」
日本感染管理ネッ トワーク会誌VOL42006
平山三千代 特集 「学校教育現場に生かす危機管理
体制」臨床現場における安全管理体制一国の政策を
受けた一臨床看護局の取 り組み 一 学校保健研修
第49巻第1号25-32頁
前田正美 特集 「職務の継続意欲を高める支援」ス
タ ッフが看護のや りがいを感 じるために」 看護
2007年6月号 日本看護協会出版会
朝野和典,橋 本章司,鍋 谷佳子MRSAの 感染対策
ICTがおさえておきたいMRSA対策のすべて2007年
INFECTIONCONTROL春季増刊号 メディカ出版
鍋谷佳子 特集 「自施設に最適なサーベイランス」
lCTの役割分担 と院内 リンケージのポイン ト 感染
対策ICTジャーナル2007年Springヴァンメディ
カル
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9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.
22.
23.
鍋谷佳子 特集rQ&Aで学ぶサーベイランス開始へ
の第1歩 」チームで実施する手術部位感染サーベイ
ランスINFECTIONCONTROL2007年6月号 メデ
ィカ出版
鍋谷佳子 特集 「カテーテル早わか りQ&A」尿道留
置カテーテルの管理INFECTIONCONTROL2007年
8月号 メディカ出版
鍋谷佳子 集団感染を防ぐ 月刊ナーシング2007
年9月 号 学研
鍋谷佳子 病院感染対策の基本1.標 準予防策2.
感染経路別予防策 侵襲処置別感染防止2.尿 道留
置カテーテル留置患者の感染防止対策4.手 術部位
の創感染防止対策 感染制御ナーシング2007年4
月出版
田墨惠子 がん領域の安全確保における薬剤師の役
割 看護師が期待する薬剤師の役割 加藤裕久編
月間薬事2007年第49巻10号1505-1507頁
田墨惠子 乳がん患者のケアー化学療法とサポー ト
グループを中心に一 緩和ケア2007年第49巻10
号334-337頁
田墨惠子 食欲不振 ・味覚障害 濱口恵子,本 山清
美編 がん化学療法ケアガイ ド 中山書店2007年
89-96頁
田墨惠子 末梢神経障害 濱口恵子,本 山清美編
がん化 学療 法 ケア ガイ ド 中 山書 店2007年
120-126頁
田墨惠子 外来化学療法における安全装置付きポー
ト穿刺針"HuberPlus"の管理の実際と課題2007
年イザイ第4号28-29頁
田墨惠子 通院治療を必要 とする患者へのサポー ト
化学療法 ・放射線療法の併用 濱口恵子,小 迫冨美
恵 他編 がん患者の在宅療養サポー トブック 日
本看護協会出版会2007年253-260頁
田墨惠子,近 藤礎監修 皮下埋込型ポー トの管理を
行う患者様へ(DVD)メディオバンク2007年
藤原優子 検査を活か した療養指導:合 併症がある
患者さん、糖尿病ケア、Vol.4、Nol、p24-29、2007.
牧野信裕,嶋 田成美,有 馬美緒子 眼科手術看護マ
ニュアル オペナーシング2007年秋季増刊 メデ
ィカ出版
田中裕,小 川尚子,洪 淑姫,後 藤美紀,芝 原奈緒,
谷口園代,京 力深穂,松嶋麻子,杉本壽,霜田求 臨
床倫理ノー ト1救 急領域における臨床倫理への取
り組み 救急医学Vol.31No.8P971-9752007
年8月 へるす出版
田中裕,小川尚子,京力深穂,松嶋麻子,霜田求 臨
床倫 理 ノー ト 家族 の反 対によ り侵襲的治療を施行
しな か った重症 くも膜 下出血の1例Vol.31No.9
P1107-11102007年9月救急 医学 へるす 出版
24.京力深穂,田 中裕,小 川尚子,松 嶋麻子,霜 田求 臨
床倫 理ノー ト3侵 襲 的治療 を断念 しQOLの 保持
を選択 した ガ ス壊疽 を併 発 した 末期癌 患者 の症 例
Vol.31No.11P1553-15592007年10月救急医
学 へるす出版
25.小川 尚子,田 中裕,京 力深穂,松 嶋麻子,霜 田求,
臨床倫 理 ノー ト4股 関節 離断術の医学的適応が 問
わ れ た 殿 部 ガ ス 壊 疽 の 症 例Vol.31No.12
P1679-16822007年11月救急医学 へるす出版
26.後藤美紀,田 中裕,小 川 尚子,芝 原奈緒,京 力深穂,
松 嶋麻子,霜 田求 臨床倫 理ノー ト5宗 教上 の理
由で輸 血 を 拒否 した 重症 多発 外傷 の1例Vol.31
No.13P1791-17962007年12月救急医学 へ る
す 出版
27.島袋 正恵 エ キスパ ー トが解説 呼吸ケアスタ ッフ
トレーニ ング50問Vol.5No.11P57-612007
年11月 呼吸器ケア メデ ィカ出版
28.浦 出紗希,小 川尚子,高 井紀子,芝 原奈緒,後 藤美
紀,京 力深穂 救急領域 における末期癌症例の 臨床
倫理 の検 討 第96回 近畿救急医学会
3.学会 発 表
1.中 村 詠 美 卵 巣 癌 ・卵 管 癌 ・腹 膜 癌 に対 す る
Paclitaxel・Carboplatin併用療法 時における副作用
の要因 に関す る検討 第21回 日本がん看護学会 学術
集会
z.
3.
4.
5.
6.
木下直美,原 田雅子,山 内真里,雲 山 由美子,影 山
典子,山 崎容子FAP療 法 を受ける食道癌患者 の
口内炎予防 一口腔 ケア指導統一 を試みて 一 第21回
日本がん看護学会学術集会
谷村 照美 腎移植後 にお ける個室 隔離 について 一他
施設への実態調査 よ り一 第40回 日本 臨床 腎移植 学
会
YukikaImaiKaminoYumikoOhnoTHETREND
OF"NARRATIVE"ONTHERESEARCHOFCANCER
NURS-NGSecondInternationalConferenceJapanese
SocietyofTheCancerNursing
井 囗和江,和 佐勝史,小 児 がん 患者 にお ける中心静
脈ルー ト管理の現状 と工夫 第29回近畿小児が ん研
究会
矢 田(橋 本)奈 美子,下 屋浩一 郎,東 田有加,河 村
有亜 、長 岡淳子,田 中春美 、今 田恭子,吉 岡キヨ子,
村 田 雄 二 産 科 外 来 に お け る 妊 産 婦 に 対 す る
Domesticviolence(DV)に対 する取 り組み{第2報}
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7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
第47回日本母性衛生学会学術集会
田中敏子,橋 爪淳子,長 岡淳子,田 中春美 母児同
室中の褥婦に見られる乳頭 トラブルの実態 第47回
日本母性衛生学会学術集会
松崎宏志,瀬 尾恵子,早 川友理,加 藤有美,京 力深
穂,清 水健太郎,中 川雄公,田 崎修,杉 本壽 脊髄
損傷患者におけるNIPPVの効果に関する検討 第34
回日本集中治療医学会学術集会
鳥谷梨絵,太 田悦子,東 村昌代,鍋 谷佳子 当院に
おける形成外科SSIサー ベイランス 第22回日本環
境感染学会総会
木村直美,鍋 谷佳子,田 中春美 新生児におけるカ
テーテル関連血流感染の実態 第22回日本環境感染
学会総会
下嶋真紀子,西功,鍋谷佳子,橋本章司,浅利誠志,
朝野和典 薬剤感受性からみたMRSAの疫学 第22
回日本環境感染学会総会
内海桃絵,山 田正己,西功,鍋 谷佳子,浅 利誠志,
朝野和典,牧 本清子 救命救急センターにおける尿
道カテーテル挿入患者の細菌尿発生要因についての
検討 第22回日本環境感染学会総会
山田正己,内海桃絵,西 功,鍋 谷佳子,浅 利誠志,
朝野和典,牧 本清子 尿路感染サーベイランスにお
ける尿試験紙の活用一尿試験紙の測定者間一致率の
検討一 第22回日本環境感染学会総会
鍋谷佳子 シンポジウム 「耐性菌制御を目的として
院内感染対策～職種別の立場での対策」ICN(感染
管理認定看護師)の立場から 第61回国立病院総合
医学会
南朋子,植 園法子 脳卒中クリティカルパスの作成
と導入後の評価 第2回 病院 ・在宅医療連絡会ジョ
イン トセミナー
東 田 有 加,田 中春 美 周 産 期DV(Domestic
Violence)スクリーニングに関する検討 第21回日
本助産学会学術集会
藤原優子,松 久宗英,片 上直人,藤 澤智巳,笠 山宗
正,船 橋 徹,山 崎義光,下 村伊一郎 フットケア
外来受診糖尿病患者におけるTBIとABIの比較検討
第50回日本糖尿病学会年次学術集会
藤原優子 糖尿病足病変とフットケアー看護師が行
う予防的フッ トケアの実際一 第52回日本透析医学
会学術集会
田墨惠子,恒藤暁,大野由美子,谷向仁,松岡洋人,
阪上学,井 上隆弥,松 田陽一,安 部剛,岡 本禎晃,
水木満佐央 大学病院における緩和ケアチームの活
動 化学療法サポー トの視点から 第12回 日本緩和
20.
21.
22.
23.
24.
25.
26.
27.
28.
29.
30.
31.
32.
33.
34.
医療学会総会
松村奈津子,田 墨惠子,糀 桂子,近 藤礎,水 木満佐
央 外来での在宅 リザーバー自己管理指導の経験
第31回リザーバー研究会
糀桂子,田 墨惠子,松 村奈津子,近 藤礎,水 木満佐
央 在宅動注化学療法インシデン トサーベイランス
第31回リザーバー研究会
藤本美雪 汚物室における消臭効果の検討 第38回
日本看護学会一看護総合一
三村普子,富 田敏司,藤 野裕士,表 八洋子,須 藤昌
子,河 野総江 赤外線サーモグラフィを用いた人工
呼吸中における人工鼻フィルターの熱損失について
第29回日本呼吸療法医学会学術総会
是澤順子,富 田敏司,藤 野裕士,表 八洋子,須 藤昌
子,河 野総江 当icuにおける人工呼吸器アラーム
発生状況の実態調査一人工呼吸器データ集中管理シ
ステムより一 第29回日本呼吸療法医学会学術総会
青木祐子 載石位におけるSUDスケールを用いた大
腿挙上角度の検討 第9回 日本褥瘡学会学術集会
吉田裕美 糖尿病患者の再入院における感情負担度
の変化 第12回日本糖尿病教育 ・看護学会学術集会
中村茜,圓 見千代,峰 孝子 洗髪ケアにおける看護
師の腰部負担の現状 一洗髪ケア中の姿勢と姿勢に対
する意識に注目して一 第15回看護人間工学部会総
会
益田ゆかり 患者の病状に対する悲嘆から、自殺念
慮を訴えた家族への看護介入 第13回日本精神科看
護学会一精神科救急 ・急性期看護一
渋谷絵津子,細 川智子,田 口惠子,有 馬実緒子 新
人教育計画に関する新 しい試み 第29回日本手術医
学会総会
湯山真由 乳癌術後の ドレーン留置期間に影響を与
える因子の調査 第38回日本看護学会一成人看護1
小巻正泰 人工股関節全置換術前患者の看護介入に
ついての一考察 一股関節QOL評価(OxfordHipScore)
を用いて一 第34回日本股関節学会学術集会
秋元 環,上杉祐子,斉藤文子THA患 者の退院後の
生活状況の実態 第34回日本股関節学会学術集会
吉田暁子,小 巻正泰,鹿 島泰子 看護師の離職要因
の検討一職務満足度調査から一 第38回日本看護学
会一看護管理一
坂藤昌子,冨 永信子,新 田紀枝,阿 曽洋子 入院時
に退院支援が必要と判断された患者の特性一退院支
援スクリーニング票の分析から一 第38回日本看護
学会一看護管理一
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35.樫熊美由紀 手順統一後に発生 した内服与薬インシ
デン ト報告の分析 第6回 大阪看護教育管理学会
36.久保田香 松宮護郎 藤田知之 萩原邦子 加藤貴
充 関谷直純 福嶌教偉 澤 芳樹 心臓移植待機
中の埋込み型左室補助人工心臓装着患者における在
宅管理 第26回日本心臓移植研究会
37.久保田香 松宮護郎 藤田知之 萩原邦子 加藤貴
充 関谷直純 斎藤俊輔 福嶌教偉 澤 芳樹 心
臓移植待機中の埋込み型左室補助人工心臓装着患者
における在宅管理 第43回日本移植学会総会
38,小川馨,関 真奈美,久 保 田香,萩 原邦子 臓器別に
みた レシピエン ト移植コーディネーターの業務の特
徴 第43回日本移植学会総会
39,谷川緑,表 八洋子 退院指導に対する虚血性心疾患
患者のニーズと看護師の指導の現状 第19回大阪府
看護研究会
40.岸宏美,圓 見千代 化学放射線同時併用療法に伴 う
倦怠感に対するアロマセラピーを用いた足浴の効果
第19回大阪府看護研究会
41.篠原有美,遠 藤淑美 精神科病棟における居室性を
兼ね備えた保護室のメリットとデメリッ ト 第19回
大阪府看護研究学会
42.能芝範子,高見沢恵美子icu看護師が認識する人工
呼吸中の術後患者の望ましい鎮静状態と鎮静管理へ
の影響要因 第27回日本看護科学学会学術集会
43.師岡友紀,谷 浦葉子,三 木佐登美,小 林珠美,福 録
恵子,鈴 木純恵 臨地実習時の身体侵襲を伴う看護
技術の経験について(1)一経験状況と到達度評価の
関連性の検討一 第27回日本看護科学学会学術集会
44.師岡友紀,谷 浦葉子,三 木佐登美,小 林珠美,福 録
恵子,鈴 木純恵 臨地実習時の身体侵襲を伴う看護
技術の経験について(2)一新卒看護師の臨地実習に
対する意向の分析から一 第27回日本看護科学学会
学術集会
45.井口和江,川 口博美,平 林高子 小児がんで化学療
法を行った患者の入院記録からみた看護診断の変化
一2000年と2007年に立案された看護診断・共同問題
を比較して一 第23回日本小児がん学会学術集会
46.伏見典子,有 馬美緒子 同一施設に於ける複数同時
脳死移植を経験して 第52回日本手術看護学会大阪
地区看護研究発表会
47.田口恵子,千 賀ゆかり,有馬美緒子 看護師の立場
から見た内視鏡手術 第20回近畿内視鏡外科研究会
48.京力深穂 合同カンファレンスにおける救急看護認
定看護師の役割 第10回日本臨床救急医学会学術集
会
49.入江美歌,京 力深穂 救命センターにおける尿路感
染に関する検討 第9回 日本救急看護学会学術集会
50.新開裕幸,京 力深穂,松 嶋麻子,池 側均 「救急外
来看護」 看護師医師合同カンファレンスの取 り組
み一ERMSを 用いた事例を通 して一 第10回日本
臨床救急医学会学術集会
51.後藤美紀,小 川尚子,芝 原奈緒,浦 出紗希,松 本直
也,松 嶋麻子,鵜 飼 勲,京 力深穂,田 中 裕 侵
襲的治療を断念し、QOLの保持を選択した、ガス壊疽
を併発した末期癌患者の症例 第9回 日本救急看護
学会
52.YukikaImaiKamino,RN,MN,YumikoOhno,RN,
OCNS,MNTHETRENDOF"NARRATIVE"ON
THERESEARCHOFCANCERNURSING日本がん
看護学会 第2回 国際学術集会2007年2月
53.三木佐登美 子宮体がんの化学療法クリティカル ・
パスの実態と看護診断の活用 第13回日本看護診断
学会学術大会
54.小阪田香織、阿曽洋子、岡みゆき、徳重あつ子、小
林繭子、中村貴子、福崎円香車椅子上での座位及び
クッションの有無が臀部の体圧へ与える影響 第4
回日本褥瘡学会近畿地方会
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保 健 学 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
池本 円香 回復期 リハ ビリテーション病棟 における看護業務の実態調査一タイムスタデ ィを用いて一 鈴木教授
乾 つぶ ら 妊婦末期から産後4ヶ月の母親の睡眠の質及び睡眠覚醒リズム等の変化 島田教授
王 彩霊 中医学論理に基づく自己健康管理システムの構築 大野教授
太粟 里香 若手看護師のQuaIityofWorkingLife向上のた めの個人要因 と組織要 因の検討 荒木田教授
門田 憲亮 環境因子が関与する老化遺伝子発現のエピジェネテイクス研究 早川教授
川内 惠美子 二次医療機関の国公立病院で働く若手助産師 ・看護師の職務満足度の比較 大橋教授
木下 慈子 口腔ケア(スポンジマッサージ)が脳活動に及ぼす影響の検証一脳波の周波数解析から一 阿曽教授
高 亜罕 小児睡眠脳波解析におけるCAP法 とR&K法 の比較検討 大野教授
鈴木 幸子 妊娠先行結婚と母親の児への愛着形成 ・母親役割獲得 ・夫婦関係との関連 島田教授
重山 優子 芸術を通 した関わ りにおける他者理解の経験に関する研究一看護における患者理解の新たな視点一 荻野教授
朱 燦群 lCタグを用いたアルツハイマー病患者の徘徊行動の関連因子の研究 牧本教授
竹内 恵 労働者の健康状態とワーク ・ファミリー ・コンフリク トに影響する要因の検討 荒木田教授
田端 奈々 治癒モデルを用いたがん患者の要観察期間推計 大野教授
中谷 安寿 ホームヘルパーの仕事意欲測定尺度開発およびその関連要因の検討 三上教授
西田 真由子 尿道留置カテーテルのケアと継続教育のニーズ に関する全国質問紙調査 牧本教授
早瀬 麻子 妊娠末期から産後の母親の生活リズムが乳児の概日リズムに及ぼす影響 島田教授
春山 由美子 インフルエンザワクチン被接種者におけるワクチンの有効性に関する研究 荻野教授
深水 京子 保育所における保護者への保健情報の提供を推進するための要因の検討 荒木田教授
藤田 優一 小児看護を実践する看護師の属性および個人特性と職務ス トレスおよび離職願望との関連一病棟形態による分析と比較一 藤原教授
古島 大資 麻疹の流行時対策及び予防接種の小児麻疹流行抑制効果に関する研究一数理モデルによるシミュレーションー 大野教授
村上 亜弥 がんの生存解析 におけるマルコフモデルの適用 大野教授
山田 綾 発達障害児の学校生活適応のための親 と教師の関係と取 り組み一良好な関係にある親と教師のペア分析から一 三上教授
山邉 え り スギ花粉症患者のQOL調 査 一眼症状を中心に一 荻野教授
劉 筱丹 中国と日本における看護の専門職的自律性に関する比較研究 阿曽教授
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越 野 八重美 動作習熟過程の数量的検討 大野教授
吹 田 麻 耶 クローン病者の食生活体験に関する研究 鈴木教授
石 澤 美保子 仙骨部褥瘡周囲皮膚 における ドレッシング管理状況および創改善状態とバ リア機能との関連についての検証 阿曽教授
久我原 朋 子 つわりと妊婦の口腔衛生に関する研究 大橋教授
中 村 亜 紀 高齢者における要介護状態の変化とその要因に関する研究 大野教授
山 本 敬 子 末期がん患者の快適感を導く密封式足浴の有用性に関する研究一自律神経系および精神神経免疫活性からみた急性反応一 阿曽教授
野 村 美千江 アクシ ョンリサーチによる地域の初期認知症高齢者と家族介護者のエンパワメン ト 牧本教授
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